
は　じ　め　に

岐阜県博物館は、県立の総合博物館として昭和51年5月に開館して以来、「岐阜県にゆかりのあるも

の」を中心にした調査研究・資料収集・保管・展示を行うことで、広く学びの場を提供してまいりまし

た。おかげをもちまして、平成23年度で開館36年目を迎えます。大変多くの皆様にご利用いただきまし

たことに心から感謝申し上げます。

平成20年6月に博物館法が改正され、博物館の在り方そのものが改めて大きく問われています。当博

物館も県の中核博物館としての責務を果たすべく、時代の変化に対応した運営や活動が求められており

ます。そこで、当博物館では、ミッションを「文化の継承と発展」、ビジョンを「愛郷心の高い県民の

育成」と設定し、県民の皆様が、実物や実体験を通して、郷土の価値を発見できるように努めておりま

す。

さて、平成22年度は、特別展1回、資料紹介展等5回、マイミュージアムギャラリーの展示7回を実施

いたしました。特別展「川－カワ・イイね！～流れがつくり出す自然～」（7／2－8／31）は、「第30回

全国豊かな海づくり大会」の協賛行事として、岐阜県の川をとりまく自然を、地形、地質、生物にわた

り広く紹介し、自然豊かな郷土を再認識していただきました。本展では、宇宙航空研究開発機構（JA

XA）のご協力を得て、多数の衛星写真を展示し、岐阜県の地形の特徴をダイナミックに感じ取ってい

ただくことができました。また、平成21年度から実施したアウトリーチ事業「白河自賛プロジェクト」

において、県内の児童生徒が行った水生生物や水質の調査の様子と参加した子どもたちの感想を紹介す

る場を設け、県民の皆様と当博物館が協働して調査した成果も発表いたしました。

このほか、資料紹介展等として、「博物館で‘‘お宝’’みい～つけた！」（4／10－5／16）、「川と海を旅

する魚たち」（5／29－7／19）、「飛騨美濃発掘20年」（9／18－11／14）、「自然を楽しむ科学の眼2010

－2011（第31回日本自然科学写真協会写真展）」（11／20－12／26）、「鉄道沿線一光と陰～」（3／8－

4／10）を開催いたしました。

アウトリーチ事業では、文部科学省の公募事業「社会教育による地域の教育力強化プロジェクト」に

おける実証的共同研究に対して、「ふるさとを担う次世代の育成に対する大人の意識変容要因を探る実

践研究」を企画して応募したところ、採択されました。そして、県内三地区との協働による実践研究の

成果を、岐阜県「地域発！ふるさと学習工研究報告会にて、発表いたしました。

平成23年度には、開館35周年記念特別展として、「濃尾震災120年」を開催します。平成23年は、濃

尾震災から120年目に当たります。また、岐阜県博物館は自然科学・人文科学を擁する総合博物館とし

て開館35周年を迎えます。この機会に、濃尾震災に関する資料を展示するとともに、自然科学、人文科

学双方からのアプローチによって濃尾震災を解明し、地震のメカニズムや猛威、それに向き合う人々の

姿を浮き彫りにします。この展示をとおして、現在あるいは将来の地震対策について、もう一度家庭や

地域の視点から考える機会を提供することとします。

このほか、本年度も、資料紹介展等（4回）、マイミュージアムギャラリーの展示（7回）、催しもの、

わくわく体験コーナーなど、広く県民の皆様に楽しんでいただける催事を多数計画しております。また、

調査研究活動、資料収集保管活動、当館サポーター協働事業、外部機関との連携といった博物館活動も

充実させるよう努めてまいります。

ここに、平成22年度の活動の記録を紹介する「岐阜県博物館報　第34号」を刊行いたしました。県民

の皆様をはじめ多くの方々にご高覧いただき、当館の更なる発展のためにご指導とご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます。

平成23年4月1日

岐阜県博物館長　河　合　正　明
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I　博物館概要

〔設置日的〕

岐阜県の人文、自然両分野にわたる諸資料を収集、保

管、調査研究、公開し、併せて教育普及活動を行うこと

により、広く県民の学習の場となり、また文化財保護の

精神の滴蓑に役立て、新しい教養と文化の発展に寄与す

ることを目的とする。

〔基本的性格と方針〕

1　基本的性格

・岐阜県の人文（考古、歴史、民俗、美術工芸）、自然

（動物、植物、地学）等に関する諸資料の収集保管、

展示、調査研究及びそれらの活用を図る総合博物館と

する。
・県内外の博物館及び相当施設との活発な交流を図ると

ともに、本県の中央博物館としての役割を果たす内容

と設備を有する施設とする。
・学校・社会教育機関等との密接な連携を図り、利用者

が楽しく学習することができ、未来への研究心と創造

性を開発できるようを生涯学習機関とする。
・館蔵資料や地域情報のデジタル化を進め、ホームペー

ジの広報機能と学習機能を充実させる。
・資料の収集及び保存並びに展示に関する専門的な調査

研究を推進する。

刀マ

③　各時代の特色やテーマの本質をとらえた展示

④　できる限り実物資料の展示とするが、更に図表、

模型等他種類の資料も活用した展示

⑤　できる限り資料に直接触れることのできる展示

⑥　視聴覚機器などを取り入れ、見る人に強く訴える

展示

⑦　解説が明確で分かりやすい展示

各展示室の主題と内容は、次のとおりである。

〇人文展示室1（人文総合展示）

主題「郷土のあゆみ」・・・先史時代から近代、現

代に至るまでの歴史の流れと、各時代の特色を展

示する。

〇人文展示室2（人文課題展示・企画展示）

主題「郷土の民俗と美術工芸」・・・特色ある郷土

の民俗と美術工芸を部門別、時代別に展示する。

○自然展示室1（自然総合展示）

主題「郷土の自然とおいたち」・・・郷土の自然の

概要を生態的に展示する。

○自然展示室2（自然課題展示）

主題「郷土のさまざまな自然」・・・特色ある自然

物や事象をテーマ別に系統的に展示する。

○特別展示室（企画展示）

資料紹介展などの企画展示を行う。

（3）調査研究

2　基本方針

（1）資料収集

県内の人文・自然等に関する資料を収集する。

資料は、実物を中心とするが、必要に応じて厳密な

考証に基づく復元模型を含める。

寄贈、寄託、借用、購入等により収集する。　　　　　（4）

（2）展示構成

展示は、常設展示と企画展示とする。

常設展示は、人文・自然の2部門に分け、それぞ

れ総合展示と課題展示を行う。

総合展示は、概説的な内容とし、誰もが親しめる平

易な展示とする。

課題展示は、コーナー毎にテーマを設定して、概説

にとどまらない、より深く理解するための展示とする。

企画展示は、一定期間に、特定のテーマを設定して

年に数本を行う資料紹介展・特別展などがある。

展示は以下の点に留意する。

①　生涯学習の場として、幅広い年齢層に親しめる展

示

②　資料の単なる羅列ではなくストーリー性のある展

ー3－

・博物館資料に関する専門的、技術的な調査研究を

行う。
・博物館資料の保管及び展示等に関する技徒的な研

究を行う。

教育普及活動
・展示や博物館資料に関連した教育・普及活動を行

う。

・学校教育や社会教育の関係機関・団体との連携・

協力に努める。
・サポーターとの協働や県民の自主活動の支援事業

等を推進する。



〔沿革〕

昭和46年3月　岐阜県百年記念事業推進

委員会において、博物館

の建設を決定

4月　教育委員会社会教育課に

博物館準備担当を配霞
6－9月　博物館懇談会を設ける

昭和47年4月　博物館開設準備室を設置

展示委員会を設ける

昭和48年8月　起上式挙行

昭和49年3月　展示実施計画樹立

10月　定礎式

昭和50年3月　展示工事着手

7月　本館建築竣工

昭和51年1月　展示工事完了

4月　岐阜県博物館条例公布

岐阜県博物館設置

展示資料等製作完了

5月　開館記念式典挙行
一般公開

「巨匠三人展」・「スポ
ーツ栄光展」

7月　皇太子・同妃殿下行啓

8月　特別展「ふるさとの文楽」

入館者10万人を突破

10月　入館料徴収開始

11月　特別展「熊谷守一展」

昭和52年5月　特別展「日本伝統工芸秀

作展」

入館者20万人を突破

7月　特別展「郷土の化石展」

11月　特別展「鉄斎」

昭和53年4月　入館者30万人を突破

特別展「濃飛の甲宙」
7月　特別展「世界のコガネム

シ」

10月　特別展「能面と装束」

昭和54年4月　入館者40万人を突破

特別展「濃飛の先史時代」

7月　特別展「世界の貝」

10月　特別展「濃飛の文人」

11月　「視覚障害者（触察）コ
ーナー」開設

昭和55年4月　特別展「宝暦治水と薩摩

藩」
5月　入館者50万人を突破

7月　特別展「化石の世界」

10月　特別展「蓑虫山人」

昭和56年4月　特別展「美濃の絵馬」

5月　入館者60万人を突破

7月　特別展「御岳山は生きて

いる」

10月　特別展「ふるさとの美濃

古陶」

昭和57年4月　特別展「高賀山の信仰」

入館者70万人を突破

7月　特別展「ふるさとの植物」

10月　特別展「東洋の貨幣」

昭和58年4月　特別展「岐阜県の考古遺

物」
5月　入館者80万人を突破

7月　特別展「長良川」

10月　特別展「郷土の生んだ先

覚者」

昭和59年4月　特別展「濃飛の戦国武将」

7月　特別展「ふるさとの昆虫」

8月　入館者90万人を突破

10月　学習ビデオスタディコー

ナーを設置

特別展「濃飛の蘭学」
昭和60年4月　特別展「濃飛の縄文時代」

7月　特別展「鉱物の世界」

10月　特別展「美濃の刀剣」

入館者100万人を突破

12月　自然展示室Zを改装

昭和61年4月　特別展「徳山の四季とく

らし」

7月　特別展「奥飛騨の自然」

9月　人文展示室lを改装

10月　開館10周年記念式典を挙

行

開館10周年記念展「ふる

さとの祭り」

昭和62年4月　特別展「飛騨の弥生時代」

入館者110万人を突破

7月　特別展「外国から侵入し

た生きものたち」

10月　特別展「飛騨の匠」

旧徳山村民家移築復元

昭和63年1月　自然展示室1を改装

4月　特別展示室ショーケース

改修

特別展「ふるさとの湿原」

7月　中部未来博’88記念展「中

山道～美濃十六宿～」

10月　特別展「中生代の化石」

入館者120万人を突破

平成元年4月　特別展「濃飛の古墳時代」

7月　特別展「ふるさとの野鳥」

8月16日恐竜足跡化石白川村

で発見

10月　特別展「移ろいゆく年中

行事」
11月　日本生命財団から図書

「岐阜県博物館総合案内」

4，000冊の寄贈を受ける

平成2年4月　特別展「輪中と治水」
7月　特別展「白山の自然」

恐竜足跡化石レプリカ除

幕式

グリーンアドベンチャー

標識設置（自然観察のこ
みち）

岐阜県博物館協議会に、
「新しい時代・県民ニー

ズに対応できる博物館の

在り方について」諮問

入館者130万人を突破

10月　特別展「濃飛の仏像」

12月　岐阜県博物館協議会から

中間答申

平成3年3月　岐阜県博物館案内標識を

設置

4月　特別展「ふるさとの木の

文化」

7月　特別展「ふるさとの哺乳

動物」
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10月　置県120年・岐阜鹿児島

姉妹県盟約20周年記念展
「鹿児島～その自然と歴

史～」

11月　入館者140万人を突破

平成4年3月　岐阜県博物館協議会から
「新しい時代・県民ニー

ズに対応する博物館の在

り方について」答申

4月　特別展「飛騨のあけぼの
～交流する縄文・古代人

～」

7月　特別展「恐竜王国・恐竜
一謎とロマン～」

10月　特別展「近世に輝く濃飛

の群像」

11月　小中学生常設展入館料無

料化

平成5年3月　入館者150万人を突破

4月　特別展「土と炎の芸術」

9月　29日大型は乳類足跡化石

を美濃加茂市で発掘

10月　特別展「失われゆく植物」

11月　「ハイパーハイビジョン

風土記」イメージシュミ

レーションソフトの完成

平成6年1月　20日マイ・ミュージアム

棟起工式

3月　大型は乳類足跡化石を展

示

4月　特別展「川に生きる～水

運と漁労～」

8月　恐竜の歯等荘川村で発見

9月　特別展「美濃山地の自然」

10月　入館者160万人を突破

12月　ユタ州訪問（花フェスタ
’95展示化石の借用、交

流の推進）

平成7年3月　マイ・ミュージアム棟工

事の完成
ハイパーハイビジョン風

土記「ひだ・みの紀行美
濃路編ソフト完成

4月　特別展「岐阜の淡水魚」

花フェスタ’95にユタ州

恐竜化石を展示

7月　マイ・ミュージアム（マ

ルチメディア情報センタ
ー）落成式典挙行

一般公開

8月　恐竜ゼミナールGIFU’95

開催

10月　特別展「美濃・飛騨の古

代史発掘～律令国家の時

代～」

人定三百年記念「円空展」

（名古屋市と共催）

県下第1号として「マル

チメディア工房・ぎふ」

開設
11月　円空シンポジウム「世界

における円空」

平成8年4月　高校生常設展入館料無料

化



5月　入館者170万人を突破

7月　開館20周年記念展「恐竜

のふるさとユタ」

8月　アメリカ合衆国ユタ州プ

リガムヤング大学付属地

球科学博物館と友好提携

調印式挙行
10月　飛騨美濃合併120周年記

念展「岐阜県の明治維新」

11月　飛騨美濃合併120周年記

念「文化講演会」
講師　作家　阿川弘之氏

作家　山田智彦氏

平成9年3月　ハイパーハイビジョン風

土記「ひだ・みの紀行」

中山道編ソフト完成
4月　特別展「花と鳥のイリュ
ージョン～江戸の学問と

芸術～」

9月　特別展「薬草のふるさと

伊吹」
11月　入館者180万人を突破

棚橋賞受賞「岐阜県博物
館“マイ・ミュージアム”
～来るべき世紀の新しい

博物館を目指して～」財

団法人日本博物館協会表

彰

平成10年3月　ハイパーハイビジョン風

土記「ひだ・みの紀行」

飛騨街道・郡上街道編ソ

フト完成

アロサウルス骨格標本展

示

4月　ハイパーハイビジョン風

土記「ひだ・みの紀行」

完成記念事業：風土記フ

ォーラム「マルチメディ

アで調べる岐阜の魅力」

7月　特別展「つのつのかぶと

むし」

9月　特別展「能面へのいざな

い～白山山麓から～」

平成11年7月　特別展「恐竜時代一モン

ゴルと手取層群の恐竜た

ち～」

入館者190万人を突破

9月　特別展「恐竜時代」

入館者4万人突破

歴代館長名簿

10月　特別展「水とまつり～古

代人の祈り～」

特別陳列「円空展～魂を

木に刻んで～」

平成12年7月　特別展「海を越えた明治
～ヨーロッパが愛した焼

き物の美～」

9月　特別展「すばらしき東濃

の自然、再発見～巨大ヒ

ノキが見てきた生き物た

ち～」

11月　入館者200万人を突破

平成13年7月　特別展「あのころいな寛
一そういえばトキもおっ

たげを～」

9月　特別展「七代目団十郎と

国貞、固芳一芝居、錦絵、

中山道～」

11月　ハイビジョン静止画番組

「石ころの動物園」（マイ

ミュージアムギャラリー）

全国ハイビジョン手づく

りソフトフェスタ2001グ

ランプリ受賞

平成14年2月　NEDO其同研究事業太陽

光発電システム完成
3月　バリアフリー対策事業小

型モノレール（スロープ

カー完成

4月　特別展「温泉展～湯の華

からのメッセージ」

5月　入館者210万人を突破

10月　特別展「中山道街道400

年」

平成15年7月　特別展「昭和くらしの歩

み～30年代を中心に～」

9月　特別展「野の幸・山の幸、

岐阜～発見！キノコと山

菜、薬草の魅力～」

10月　入館者220万人を突破

平成16年7月　特別展「タイムトラベル

石器時代～大昔はどんな

くらしをしていたの？～」

9月　特別展「堂山ミュージア

ム～ドングリころころオ

オタカびゅ－ん～」

平成17年4月　高校生以下入館料年間無

料化（特別展入館料無料

化）

5月　入館者230万人を突破

7月　特別展「線路はつづくよ
～岐阜、鉄道のあゆみ～」

9月　特別展「『名水・温泉・

名勝』展～水と大地のハ
ーモニー～」

平成18年4月　開館30周年記念式典挙行

開館30周年記念特別展
「緑いきいき！岐阜の森」

5月　開館30周年記念植樹

モリゾ一・キッコロ来館

全国植樹祭中濃サテライ

ト会場～来館者全員招待

入館～

8月　入館者240万人を突破

飛騨美濃合併130周年記

念行事博物館1日無料開

放

9月　飛騨美濃合併130周年記

念特別展「錦絵が語る美

濃と飛騨」

11月　文化の日博物館無料開放

平成19年7月　特別展「恐竜と生命の大

進化～中国雲南5億年の

旅～」

9月　特別展「発掘された日本

列島2007～新発見考古速

報展～」

10月　入館者250万人を突破

11月　文化の日博物館無料開放

平成20年5月　日本生命財団から図書
「岐阜県博物館総合案内」

3，800冊の寄贈を受ける

9月　特別展「骨のあるやつ」

11月　文化の日博物館無料開放

平成21年9月　特別展「人、和して楽し

む～岐阜の文楽～」

10月　入館者260万人を突破

11月　文化の日博物館無料開放

平成22年7月　特別展「川－カワ・イイ

ね！～流れがつくり出す

自然～」

11月　文化の日博物館無料開放

在職期間（年度） 倩�����kﾂ� 俤ﾙ�XｯｨｭH�僖�7��｢�氏　　名 

l 傴ｩ��S�D��小　幡　恵　良 ����平成7年～平成8年 ��H���X��ﾄ���Oﾂ�

2 傴ｩ��S)D���諸��SID��松　尾　克　美 ��"�平成9年～平成10年 俘(��68������ﾕr�

3 傴ｩ��SYD���諸��SiD��大　橋　桃之輔 ��2�平成11年～平成12年 �8��:���u8�����

4 傴ｩ��SyD���諸��S吋��吉　本　幹　彦 ��B�平成13年～平成14年 俘(��ｻH��ﾔx��Eb�

5 傴ｩ��S僖��関　谷　美智男 ��R�平成15年～平成16年 兀����(��vH��謦�

6 傴ｩ��c�D���諸��c�D��鹿　田　照　夫 ��b�平成17年 �ｨ��J���ﾍﾈ��Wb�

7 傴ｩ��c)D���諸��c9D��森　崎　利　光 ��r�平成18年‾ 侘8���ﾈ������k��

8 兌ﾙ�ﾈﾋ9D���[ﾙ�ﾃ)D��伊　藤　秀　幸 ����平成19年～平成20年 俘(��夊��耳��ﾗ2�

9 兌ﾙ�ﾃ9D���[ﾙ�ﾃID��篠　田　幸　男 ����平成21年 ��8��nﾈ��uH��謦�

10 兌ﾙ�ﾃYD���[ﾙ�ﾃiD��横　山　勢津男 �#��平成22年 �����68������ﾘ��

ー5－



〔施設・設備〕

1　博物館 ��

本館3階 

マイ・ミュージアム 　4階 ���7ｨ��8ｹ��K(*ｸ�ｩ�ﾙD�����ｷ鞍R��ﾉ[i5x麌�(8�4X985r�4����gｸｭ�(､ｹuﾉ<�¥ｩ5x麌�f霄��

；ピロティー 

i マイ・ミユ－ジアム 3階 �,ﾈ橙�k�ｼx�r�ｧxﾇﾉYFﾈｺ���ﾉ[i�c2�ﾊHｸh�ﾊHｸh��

調整室ハイ親ン 　／ 俾�iIｲ����ﾂ��俎Y;����b�

研修　　　　6 

収 

蔵 

マイ・ミュージアム 　2階 ��ﾘ��ﾌ�����gｸｭ��､ｲ�

i 

諺‾ィ ミュージア ヤラリー 刔x���ｹ6H埼�c����ﾌ��ｭ仭�ﾈｩ����c8���ﾌ��c)e��

マイ・ミュージアム ���4ｸ5�7ﾂ�48��齏｢�

1階 ���

牟 

EV 工ン 話し 玉 估�ｸﾂ���ｬ��R�ﾈ��

蔵 

庫 
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・主要書（名及び面積）

本　館 俯ｨ����������kﾂ�面積（壷） �7ﾘ48�X7�8X�ｸ5x4�8��室　　　　　名 冤ｩ����-��｢�

1　階 ��c����ﾌ���c(���ﾌ���c8���ﾌ���cH���ﾌ���cX���ﾌ��314．1 126．0 192．0 99．4 55．0 ����､ｲ�エ　ント　ラ　ン　ス　ホ　ー　ル 都h�C��

2　階 �7ﾘ487�8X�ｸ5x4�8�4ﾘ888�8ｨ�ｲ������������ﾌ��202．3 25．3 

2　階 俾��)5x麌���583．8 

自然展示室2 郷土学習室 講　堂 研修室 第6収蔵庫 鼎s��C��店�CB��sH�CR��8�C"��C(�C��俔H������������������������18．5 

3　階 �6�487(5x8x987ｨ�ｸ8ｲ�+(������������192．3 47．0 

3　階 ��ﾉ[i5x麌����ﾉ[i5x麌�"�<�¥ｩ5x麌���ﾘ����{�｢�<�¥ｨ���ﾌ��942．3 478．8 193．2 232．2 142．8 
4　階 ��x������ﾞﾈ�������������9��281．3 

2　館外施設

（1）自然観察のこみち

館内における‘‘郷土の自然’’の展示に対応し自然環境

の中に生きた展示として、季節とともに移り変わる自然

のすがたを観察できるようにしたこみちである。

全長約830mで、途中見晴らし台が3か所、ツツジの群

生地、百草園、マンサクの林などが設けられている。

をお、樹林の特徴などが学習できるようグリーンアド

ベンチャー常設コースとして、樹木にQ＆Aパネルを設

置している。

（2）旧徳山村民家

徳山ダム建設計画に伴い、徳山村は開村となり揖斐川

町になったが、徳山の生活を後世に語り継ぐため、当時

徳山村戸入在住の宮川澄雄さんから家屋の提供を受け、

昭和62年10月7日、移築復元を完了したもので、生活用

具なども展示し、無料開放している。なお、平成13年9

月、茅葺屋根の一部葺き替えを実施した。
・様　　式　木造かやぶき2階建、南平入り

・主　　材　ブナ、トチ

・建面積120．97壷

・延面積197．48ni

・聞取　り　右図参照

・建築年代　幕末から明治初年ごろと推定

・屋　　根　入母屋、切り落とし窓つき

∴∴言∴条章∴；高∴∴ 剪� 

潔 ��∴： 

隊＼ 凵^i　iiii／：＼i ��o※“i 

蟻　　態 凵F＼1当 

モモ：、‾：‾ � � 

；“Si＿、 迄�譏�h�杏�訷�h�����ﾈ*�6ﾘ�頽��ﾈ���ﾉO�������漆 ��

旧徳山村民家
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a　撰 儷8駟��'X��ﾈﾏｸ�r�

節 義 ��u 

筆 儷8馼�ｲ� 

の ��(����6ﾒ�／ ′ 

－ �� 

み ち　　　農場● 剄} 

冨抽出垂 　　旧纏山村民 

・＼‾証言i五重王調営S〃〃○ 　　　　　　　　　　I 

l 劔 末ﾈ������������������������������

汀 とフトン（ � ��I 刄Wロ〈こヤー一一一二二二 二二二二イロリ二二 二二三曲≡∃ 二幸∵∴・竺罰 乖ﾒ�

1 亦� 

） 私情－＿＿」 ！オタンデ 劔��「投 ∴一∴ ） ‡ 段！ 

千二 ｝＿ニイタンマ三 9－ 

丁目ウクシテ〕亡二一一一一、一一一一一一二三 

床ノ間－王 　　i一三一‾‾≡三二 」lLL＝⊥＿＿⊥＿＿－＿＿＿＿＿＿＿ 劔凵ｼこ，こ＝＝賀たまご二審ご 」・－－－－－1 －主力ミヤ 草紙屋i‾） C重要雪害Ei＝ここ 

▲1階間取り図

一天井 刷りⅡ上巳　田山＿－ 

日日　暗中／／替抜撃 

「：∴∴「 
藍＼、天井臣三晶‾二三竃 　ズー∴守．＿十＿三三訪う書評ヨ 

謂＼言に半畳 凵�� 「「‾‘TTT u士 
書 出耳⊥茸一世里駈握旗手≡““薯二三二一．〒コ 　！ 

▲2階間取り図



Ⅱ　平成22年度のあゆみ

［職　員］

1　機構

2　職員名簿

職　名（担当） 倩�������kﾂ�職　名（担当） 倩�������kﾂ�職　名（担当） 倩�������kﾂ�

館　　　　　　　長 ���68ﾘ��皐�8ﾔｸ���ﾖ�ﾏｸﾊｸ爾�【学　芸　部】 ��^�ivﾘ謦��)68諟�YTb�［マイ・ミュージアム担当］ ����ﾞ���������

【総　務　部】 刳w　芸　部　長 刮ﾛ　長　補　佐 

総　務　部　長 凵m人　文　担　当］ 僮l 佩9:����'ﾉ�ｨ��ｽ��

［管理調整担当］ 刮ﾛ長補佐（歴史） 凵m教育普及担当］ 

課　長　補　佐 刮ﾛ長補佐（考古） �+x��夊��ﾔｸ��?��課　長　補　佐 

主 　　　査 伜(��68��Oﾈ����主　　査（民俗） �>ﾈ��gｸ��tﾈ��ｴ��II ����:����ﾘ��&｢�

主 　　　任 儖h��ｭh��g(�����主任（美術工芸） 偃x夐oYuB��ﾉ$ｩ4��Il 假���皐��zx��?ﾂ�

lI 冢ﾈ��68��ц���"�［自　然　担　当］ 刳w芸業務専門職 伜(��gｸ��ｶ���k��

管理業務専門職 ��ﾈ��YH���騏)Oﾂ�課長補佐（地学） 凵^I �����皐��諟��謦�

II 傅ﾈ���(��*�.H-ﾒ�II　（植物） ��x��:���ﾘ���Tb�

II 兔H��68��Oﾈ��z"�主　　査（動物） �����68��ﾉ(��爾�

II ／I II 日日雇用職員 �ｩth�2�(h冓tH���:�69=h����伜(毎���学芸業務専門職（古生物） 佝ｨ�������8躪ﾕ��

3　異動

転　出　者　　館　　　　　長　　　浅　野　裕　司

学　芸　部　長　　後　藤　稔　治

課　長　補　佐　　林　　　　　隆

′′　　　　　　山　田　政　春

II　　　　　　山　田　暁　男

主　　　　　査　　村　山　朋　子

主　　　　　任　　志　水　順　子

管理業務専門職　　北　野　憲　弘

II　　　　　　江　崎　絢　子

－8－

転入者　　館　　　　　長　　石　田　　　克

学　芸　部　長　　大　澤　洋　司

課　長　補　佐　　溝　口　賢　一

′′　　　　　　後　藤　秀　樹

I′　　　　　　酒　井　立　入

主 査　　尾　関　睦　治

II　　　　　　南　本　有　紀

管理業務専門職　　石　井　昭　司

II　　　　　　藤　田　敦　子



〔日誌抄〕
4．4　人事異動に伴う辞令交付

1老大師墨跡・茶道具・床置展

（～5／9）

10　資料紹介展「博物館で‘‘お宝’’みい

～つけた！」（～5／16）

11ギフチョウ観察会

18　家族で春の里山ウオッチング

21里山ウオッチング

25　鉱物アクセサリーをつくろう

5．5　木のこいのぼり・五月人形

3　化石のレプリカをつくろう

4　春のグリーンアドベンチャー

9　古文書入門（1）

19　星山ウオッチング

23　懐かしのビン（～6／27）

23　長良川の源流を訪ねて

29　世界で一つだけのサケ缶をデザイン

しよう！

4　夏の小川で魚捕り

10　おいしく学ぶサケ缶のヒミツ

11ウロコ博士とウロコDEアート

11おもしろ木彫り～切り絵・古布の人

形とのコラボ展～（～8／22）

18　家族で夏の里山ウオッチング

19　木の恐竜と動くおもちゃづくり

21豊山ウオッチング

23　博物館活用講座「生活道具を教材に

しよう」

25　家族で昆虫標本をつくろう

31家族でナイトウオッチング

8．1火おこし器をつくろう

7111原の石を調べよう

8　家族で昆虫標本をつくろう

15　化石のレプリカをつくろう

18　豊山ウオッチング

22　化石クリーニング体験

29　資料紹介展「川と海を旅する魚た　　9

ち」（～7／19）

30　みんなでつくるIiiの世界

30　楽しい折り紙教室

6．3　博物館活用講座「石器づくり・火お

こし体験のつぼ」

6　化石をみがいてペーパーウェイトを

つくろう

9　授業活用講座「化石レプリカの作成

方法」

16　里山ウオッチング

20　おいでよ！博物館

27　魚の捕り方教えます～ビオトープの

魚調べ～

7．2　特別展「liLカワ・イイね～流れが

つくり出す自然～」（～8／31）

5　古文書入門（2）

5　日本とアラビアのレリーフ陶芸

12　アートに挑戦　ザ・陶板！

15　里山ウオッチング

18　岐阜県文化財保護センター発掘速報

展特別企画「飛騨美濃発掘20年」

（～11／14）

19　おいでよ！博物館

20　アートに挑戦　ザ・陶板！

23　まが玉をつくろう

10．7　物館活用講座「五感を活用した自然

観察の方法」

10　木の実で遊ぼう

11まが玉をつくろう

17　飛騨のわら細工（～11／21）

17　家族で秋の里山ウオッチング

17　わら細工実演

20　豊山ウオッチング

24　アメリカ化石調査報告会

30　わら細工実演

31わら馬をつくろう

11．2　わら細工実演

3　わら細工実演

17　豊山ウオッチング

20　第31回日本自然科学写真協会写真展

「自然を楽しむ科学の眼」

（～12／26）

20　わら細工実演

21徳山のくらしを体験しよう

21わら細工実演

28　世界遺産探訪の歩み～写真・絵画・

思い出の品～（～1／10）

12．12　和凧をつくろう（やっこ凧）

15　豊山ウオッチング

19　わら細工～しめ飾りをつくろう～

1．6　番の七草ウオッチング

7　七草がゆを食べよう

16　津供用でカモを観察しよう

19　里山ウオッチング

2．22　廻る古布の布絵展（～3／27）

16　里山ウオッチング

20　家族で冬の里山ウオッチング

3．6　古文書入門（3）

9　古布でコースターをつくろう

16　里山ウオッチング

20　資料紹介展「鉄道沿線一光と陰～」

（～4／10）

20　百年公園の自然調査報告会

21おいでよ！博物館

〔岐阜県博物館協議会〕
岐阜県博物館協議会は、博物館法及び岐阜県博物館条例に基づいて設置されている機関で、岐阜県博物館長の諮問に応

じるとともに、館長に対して意見を述べる機関である。委員は次のとおりである。

氏　　　名 侏ｸ���������X��������kﾂ�

片　岡　学　史 弍)Xﾉ_ｩ�y�ﾙk�ｼy+r�

野　口　　　宏 �(i?ｩ�i[xｯ)Xﾈ辷��+r�

清　田　善　樹 弍)Xﾉ��;�x���Xｧxｻ8支ｧyYHｻ8��

輿　　　英　樹 佰i^X効蹴�

後　藤　真　澄 �(iYHｧx���Xｧy�ﾈｭIY�8ｧyYHｻ8��

◎古　屋　康　則 弍)Xﾉ�Xｧxｻ8支ｧyYH�ｻ8��

砂　押　宏　行 比┷ｯ)Xﾉ_ｩ�xｼy+r�

高　木　　　洋 �?ｩgｸﾖﾈﾌ8ｧxｺh檍蹴�

長　瀬　秀　子 弍)Xﾈﾊx揵(hｧxﾕｩ+x檍醜ｭh�9zyY�ｵi8ﾈ抦ｧxﾕｩ+r�

松　田　真　美 弍)Xﾈﾊu�D���ﾘx檠^ｩ�X効蹴�

安　田　たか子 ��68ｧx��?�9hｷYv9'H��+r�

山　田　京　子 弍)XﾈﾊyH饂渥冲h,ﾈ檠yﾘ饕�

◎会長　　　　　　（平成23年3月2日現在　五十音別・敬称略）

任期は平成22年9月24日から平成24年9月23日

－9－

（開催状況）

月　日11月11日（木）

場　所　岐阜県博物館　講　堂

議　題

・報告事項

（1）岐阜県博物館の概要について
・協議事項

（1）将来構想に基づく3ケ年計画の進捗状況

（2）平成23年度の特別展等について

○主な質疑事項
・催しものへの参加状況、参加者の特徴について

・出前授業の実施状況について

・アウトリーチ事業への取り組み方について

・サポーターの募集や活動について

・来年度特別展「濃尾震災120年」について



〔実施事業の概要〕

「文化の継承と発展～郷土の過去を理解し、現在を把

握し、未来を展望する人をつくる。すなわち、岐阜県の

自然をこよなく愛し、文化の継承と発展に寄与する県民

を育成する。～」を平成22年度ミッションとして、特別

展や資料紹介展などの企画展、マイミュージアムギャラ

リーの展示を開催した。その他、参加体験型の教育普及

事業として78回の催事、学芸員による出前授業や出前講

師など多くの事業を展開した。また、支援型アウトリー

チ事業「郷・豊夢プロジェクト」の研究推進にあたり、

文科省が公募する「社会教育による地域の教育力強化プ

ロジェクト」における実証的共同研究事業に応募し、採

択された。当館が事務局となり岐阜県「地域発「ふるさ

と学習」研究協議会を県内3モデル地区と設立。その研

究成果を、2月26日に岐阜市のじゅうろくプラザで発表

し、参加者から高い評価を得た。

今年度、1月12日～2月20日を休館とし本館空調機・照

明設備改修工事等を実施した。照明設備改修工事では、

本館ホールの天井照明の取替え、人文展示室2及び特別

展示室Bケースの照明・ルーバーや各展示室の調光盤の

更新ができた。また、屋外ではピロティー床面や団体対

応階段の補修、漏水防止のためのホールガラス面及び植

栽撤去工事等を行った。これらの工事は、国の補正予算

（地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業）により実施

した。また、今年度「岐阜県ミュージアムひだ」が廃止

されたことから、民俗資料を中心に所蔵資料の大部分が

当館に移管替えされた。

展示活動

1　調査研究事業

人文分野では、県内の仏像や、遺物・遺跡、資料紹介

展で紹介した鉄道関係の調査研究を行った。自然分野で

は、モニタリングサイト1000里地調査（植物、蝶類、哺

乳類、鳥類）、ウシモツゴ保護に関する調査、白山の植

物分布調査などを行った。

また、23年度特別展「濃尾震災120年」に関する調査

について、人文・自然の両分野からのアプローチを行っ

ている。

2　展示活動

特別展・資料紹介展などを下表のとおり実施した。

3　資料収集活動

人文分野では、各務原市の篠田氏より百万塔の寄贈等

を受けた。自然分野では、動物の骨格標本、はく製標本

を委託作成した。また、県内植物標本、県内動物標本な

どの資料の寄贈を受けた。

4　教育普及活動

学校との連携では、事前打合せを確実に行い、団体入

館の充実を図った。また学校への出前授業や、教員研修

会等への講師派遣を多く行った。郷土学習室を会場とし

た土・日・祝日・夏休み相当日の、「わくわく体験コー

ナー」では、来館者が様々な体験を楽しむだけでなく、

来館者と職員やサポーターとの交流の場となった。

また、岐阜県百年公園主催の行事に当館サポーターと

当館が協力して参加するなど公園との連携が深まった。

新聞記事掲載の露出度や各情報誌への掲載数が昨年に

比べて大幅に増加した。新たにYouTubeへの動画配信

も充実した。

展　　　示　　　名 弍ｨ����ｭB�展　　　示　　　内　　　容 �?ﾈｭ倆)�B�

常設展 僖���ｭB�人文関係では、人文展示室l及び2の可変展示コーナーや独立ケース ��
の展示替えを約30回行った。昭和の居間再現コーナーでは季節感を出 
す展示替えに努めた。自然関係では、自然展元室2の可変展示コーナ ��ﾂ�
ーで世界の三葉虫を、独立ケースで世界の蝶やナラ枯れについてな ��

ど、約10回の展示替えを行った。 

特別展 「川－カワ・イイね！～流れがつ くり出す自然～」 度��(�仞��｢�岐阜県の川をとりまく自然を地形、地質、生物にわたり広く紹介し 度�3��r�た。また、昨年度実施したアウトリーチ事業「白河自賛」での子ども 
～8／31（火） �+ﾘ+�,ﾈｨ�:�.�[�+�,H��櫁+X+ﾘ�(ｭi��馼ｼh,h+X,H,ﾘ��齷�(ｬ��檍/�H���

実施した。 

資料紹介展 ��リニューアル工事（外壁補修等）の完成を記念して、収蔵品の中か 塗�3��b�4／10（土） �.x�X�X*雲8�h�h/���.�+x*�,�,H��櫁+X+ﾘ�)�ﾉ[hﾆ�,X,ﾘ���?ｩ����冏ｹ�8�2�
「博物館で“お宝’’みい～つけた！」 ���X���h��?ｨ�｢�根尾）の「能装束」などを、自然系では「カモノハシのはく製」など 

を展示した。 

資料紹介展 「liiと海を旅する魚たち」 店��#��俶ﾘ�｢���x�����佇��X��｢�回遊魚であるサケ、アユなどの生活史や生態、最新情報、環境問題 塗�3�cB�について紹介した。また、岐阜大学学生による企画展「徹底比較！長 
良川I鵜飼vs中瀬鵜飼」を同時に開催した。 

岐阜県文化財保護センター発掘速 �����������8�｢��ﾃ�����H��?ｨ�｢�平成3年に財団法人岐阜県文化財保護センターが発足して、今年で ��(�33s��
報展特別企画展 �20年になるのを機会に、これまでに行った発掘調査の成果をふりかえ 
「飛騨美濃発掘20年」 凾體W示を開催した。 

第31回日本自然科学写真協会写真展 「自然を楽しむ科学の眼2010－2011」 �����#���7��｢����(��#h��?ｨ�｢�動植物・水中・天体・地形・風景・顕微鏡写真などを当館の実物 �(�3sSb�
資料を交えながら紹介した。自然の中の不思議さ、自然と人間の関わ 
り、自然の大切さ等を考える機会とした。 

資料紹介展 「鉄道沿線一光と陰～」 �#8��8�貶����｢���H������?ｨ�｢�岐阜県の鉄道の歩みを、鉄道網の形成史を軸に、路線図・鉄道免許 塗�3S途�
申請書等を紹介した。鉄道模型クラブによる車両模型やジオラマの展 
示も行なった。 

マイミュージアムギャラリー �����x����｢�「老大師墓跡・茶道具・床置展」をはじめ7回の展示会を実施した。 ��ﾂ�
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〔平成22年度特別展〕

1　展覧会名称

「川－カワ・イイね！～流れがつくり出す自然～」

2　開催期間

平成22年7月2日（金）～8月31日（火）

3　趣旨

岐阜県は「水の国」とも呼ばれ、豊かな水に恵まれ

ている。岐阜県には、太平洋側に木曽川・揖斐IiI・長

良川・庄内川・矢作川が、日本海側に九頭竜川・荘川・

神通川という大きな川が流れ、豊かな水はそれらの川に

よって海に運ばれる。

川をとりまく自然は、水の流れがつくり出している。

水の流れは、大地を削り、一方で削られた土砂を堆積さ

せて地形を形成してきた。川の中や川原では様々な生物

が生活している。

水の流れは、時として洪水となって大きな破壊をもた

らす。しかし、近年、適度な増水は河出の生物にとって

健全を生息場所をつくり出していることがわかってきた。

本特別展では、岐阜県の川をとりまく自然を地形、

地質、生物にわたり、広く紹介する。この特別展によっ

て、自然の豊かな郷土に対する認識が深まることを願っ

て行った。

県内8水系の川原石の展示

4　展示構成

（1）流れがつくり出す川の姿
・自然河川には必ず早瀬、平瀬、瀞、渕が順にできる。

・上流域、中流域、下流域でIiゆ姿がちがう。

（2）流れの中で生活する生物たち

＜植物＞
・川の環境に適応した植物があることを紹介。

・川原には、山の森と違った森ができることを紹介。

＜水生昆虫＞

・流れに流されない体のつくりや生態を紹介。

＜魚・甲殻類・爬虫類・鳥類・哺乳類＞

・河川にすむ動物たちの紹介。

（3）流れが削りだした岐阜県の地質
・県内8水系から採取した川原の石を展示。

（4）流れがつくり出した岐阜県の地形

（協力　J AXA（宇宙航空研究開発機構））
・宇宙から見た岐阜県の川

・断層（阿寺断層など）、砂丘（祖父江砂丘）、伏流水

伊自良川など）、天井IiI（牧田川など）など、岐阜県

内の川がつくり出すさまざまを地形を紹介。

∴ 3° ∴∴、 ��H�ﾂ��ym｢�･ym｢�･r�
i‘‘▲111㌧ 

i」i必中∴詰高三 劍�i?�V����vﾈ���������������8vhﾊｩ�ｲ�

∴∴∴∵∴ � ��婆業三三謡緩雪 ����������������� �� 

∴　∴∴」∴∵∴∴∴∵∴∴ � ����

∴∴ 

：∴ �ｨｼ�ﾉﾂ�迄����?��ﾈ�R� 

∴∴∴∴∴一 ．．∵∴∴： � 佶ﾂ�9h�X�(�H自Eb�

宇宙から見た岐阜県の展示

（5）変動する流れ

・洪水は水害につながる恐ろしいものというイメージが

あるが、洪水によって川の自然の多様性がつくられて

いることを紹介。

（6）森と海をつなぐ流れ
・森がつくり出す土壌が雨水をゆっくり川に流すはたら

きをしていることを紹介。

・川と海を行き来する魚やカニがいることや、本来海の

魚で）用こ上ってきているものがいることを紹介。
・山の人工林化やダム建設が森一川一海のつながりを弱

くしていることを紹介。

（7）未来に伝えたい！流れがつくり出す自然
・博物館の白河自賛プロジェクトや県内の小中学校の児

童生徒が行った水生生物や水質の調査結果と参加した

子供たちの感想を紹介。

5　関連事業

・自然観察会「長良川ゆ源流を訪ねて」

講師：当館学芸員　場所：郡上市高鷲町ひるがの高原
・自然観察会「魚の捕り方教えます　～ビオトープの魚

調べ～」

講師：当館学芸員　場所：百年公園内
・自然観察会「夏の小川で魚捕り」

講師：当館学芸員　場所：関市市平賀富岡小学校付近
・自然観察会「川原の石を調べよう」

講師：当館学芸員　場所：関市長良川河川敷
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〔資料紹介展1〕

1　展覧会名称

「博物館で‘‘お宝’’みい～つけた！」

2　開催期間

平成22年4月10日（土）～5月16日（日）

3　趣旨

岐阜県博物館のリニューアル工事（外壁補修など）の

完成を記念して、当館収蔵品の中から選りすぐった‘‘お

宝’’を紹介した。今回初めて紹介する資料を含め、人

文・自然両分野の資料50点余りを特別展示室において展

示した。

主な展示資料は、春日神社（本巣市根尾）の能装束

（国重要文化財）、荒川豊蔵（人間国宝）の茶碗、伴高

藤の「近世崎人伝」、アメジストなどの大型鉱物標本、

カモノハシの剥製など。また、一部の人文資料について

は資料保護のため、会期中に入れ替えを行なった。

4　おもな展示資料

（1）人文分野

国指定重要文化財を含む県内の優れた文化財を中心に

展示した。春日神社能装束は、当館では久しぶりに展示

するもので、公開にあたり共立女子大学の長崎巌教授に

資料の取扱いを含め展示指導を依頼した。

①　紺地白鷺文繍狩衣（国重文）

②　茶海気狩衣（国重文）

③　紅地牡丹唐草文黄綬狩（国指定文化財）

④　白地草花文描絵角帽子（国重文）

①～④春日神社（本巣市根尾）蔵　安土桃山時代

一課 �� ����X皦���ﾒ�鋳 �� ��

∴∴一一 劔 �� 

＿i＿宰 剪� － �� �� ��一・二管　楽素養i ��i ，i三：肇董5 �� 

義絶、．饗 1、シS略 ����S�ｴﾂ�

も 劔劔 凵P一言 

紺地白鷺文績狩衣

⑤　近世崎人伝

伴嵩蹟　当館蔵　寛政2年（1790）

⑥　孔雀図屏風（中津川市指定文化財）

三尾暁峰　個人蔵　江戸時代

（D　岐阻路ノ駅河波長桶川鵜飼船

渓斎英泉　当館蔵　天保6年（1835）頃

⑧　別当法印所領安堵下知状（経聞坊文書）

当館蔵　康永元年（1342）

⑨　丁子唐草文鐸（岐阜市重文）

個人蔵　江戸時代

⑲　織部燭台（元和八年銘）

県立多治見工業高校蔵　元和8年（1622）

⑪　志野茶碗

荒川豊蔵（人間国宝）　当館蔵

⑫　白資大皿

塚本快示（人間国宝）　当館蔵

（2）自然分野

新しく収蔵した資料を含め、これまで未公開だった資

料を中心に展示した。

①　動物標本

・カモノハシ本剥製・頭骨（レプリカ）

・アカハラ全身骨格、カミツギガメ本剥製

・クロツグミ全身骨格、アカモズ全身骨格

・オオタカ半剥製・半骨格、タシギ全身骨格

・フルマカモメ半剥製・半骨格

・才力ヨシガモ本剥製・全身骨格

・コゲラ本剥製、マミジロ本剥製（雌雄）

・アズマモグラ全身骨格、ヒミズ全身骨格

・ヒレンジャク本剥製

諒 ������h�X�h�����������h���x�������������幾 ．ィ球i ���+��闔｢� ∴一 ∴ 

∴∴ ��畿 ∴： 仍ﾒ�剪�

一〇∴∴∴∴ 「∴∴∴ �� �� 剪� 

動物標本展示の様子

②　植物標本

・ケイリュウタチスボスミレ（レプリカ）

・センボンギク（レプリカ）、サツキ（レプリカ）

③　鉱物・化石標本
・大型鉱物標本（アメジスト、魚眼石、方解石）

・石膏（緑、茶）、水晶（群晶）

・クラゲの化石（プレカンブリア紀）、エビの化石

・荘川恐竜の歯の化石（実物、レプリカ）

・アンモノイドの化石、ゴキブリの化石
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〔資料紹介展2〕

1　展覧会名称

「川と海を旅する魚たち」

2　開催期間

平成22年5月29日（土）～7月19日（月・祝）

3　主催

岐阜県博物館

4　共催

水辺の教育メディア研究会、埼玉県立川の博物館、札

幌市豊平IIiさけ科学館、佐賀県立宇宙科学館

5　協力

船の科学館、海と船の科学館ネットワーク、岐阜大学

技術交流研究会、東京学芸大学環境教育実践施設、独立

行政法人土木研究所自然共生研究センター、東京大学海

洋研究所、日本エヌ・ユー・エス株式会社、マルハニチ

ログループ

6　趣旨

一生の中でIiiと海をまたいで生活し、子孫を残す魚を

回遊魚という。なかでも、サケ、アユ、ウナギは、古く

から日本人が好んで食べてきた魚で、人々の生活と密接

に関わってきたが、その生態は謎に包まれている。今回

の展示では、回遊魚の代表として、サケ、アユ、ウナギ

に注目し、回遊魚の生活史や生態、最新情報、環境問題

を紹介し、魚と環境・人とのかかわり・自然との恵みに

ついて考えた。

7　展示構成

（1）食卓に見る回遊魚　一体のしくみと特徴～

lIiと海を旅する回遊魚の中から、日本人の食に関わり

の深いサケ、ウナギ、アユを取り上げ、回遊魚の特徴や

謡 ��V亊隶ﾈ����X�ﾂ���刹g田圏轟諒i＝i＿三二詰∵iS 
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展示風景の様子（1）

日本人のくらしとの関わりについて紹介した。

（2〉　回遊魚の冒険　～サバイバルと成長～

サケ、ウナギ、アユの生存と成長を賭けた旅を追い、

川や海の環境と生体の成長との関係を紹介した。

（3）回遊魚とわたしたちのかかわり　一食と環境～

伝統的な漁法や食文化に見られる回遊魚への意識や共

生の知恵を紹介し、来館者各自の気づきをメッセージと

して展示した。

（4〉　徹底比較！長良川鵜飼vs中瀬鵜飼

長良川鵜飼と小瀬鵜飼を比較し、ふるさと岐阜の鵜飼

の魅力を紹介した。

展示風景の様子（2）

8　関連事業

（1）世界でひとつだけのサケ缶をデザインしよう！

サケ缶の歴史を紹介し、サケ缶のラベルを作成した。

5月29日（土）

講師：三上戸美氏（乃村工璧社）、今井亜湖氏（岐阜

大学）

（2）みんなでつくる川の世界一魚の気持ちにタッチー

仮想現実（ミクスト・リアリティ）を体験し、模造紙

に色紙などで魚が泳ぐIiiの中の世界を作成した。

5月30日（日）

講師：今井亜湖氏（岐阜大学）、三上戸美氏（乃村工

襲社）

（3）おいしく学ぶサケ缶のヒミツ

大正時代に考案されたサケ缶を使った料理を楽しみな

がら、缶詰生産の歴史や生産工程など缶詰の秘密を学ん

だ。

7月10日（土）

講師：マルハニチログループ職員

（4）ウロコ博士とウロコDEアート

魚のウロコについて学習し、鯛のウロコを使った貼り

絵を作成した。

7月11日（日）

講師：吉富友恭氏（東京学芸大学）
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〔岐阜県文化財保護センター発掘速報展特別企画〕

1　展覧会名称

「飛騨美濃発掘20年」

2　開催期間

平成22年9月18日（土）～11月14日（日）

3　趣旨

岐阜県文化財保護センターは、平成3年度に財団法人

岐阜県文化財保護センターとして発足し、20周年を迎え

た。今までに発掘調査を行った遺跡は150箇所を超え、

県内各地域の歴史を解明する貴重な資料を数多く得てき

た。そうした調査成果を振り返りながら、埋蔵文化財の

大切さと文化財保護の必要性について紹介した。

尚、従来は岐阜県文化財保護センターの企画・予算に

より開催してきたが、今年度より博物館が主催すること

となった。

4　展示構成

「発掘調査の意義について理解を深めていただく」と

いうテーマを設定し、5つのコーナーで展示を構成した。

（1）何故文化財を残すのか？

文化財のさまざまを価値について紹介した。高度を技

能や美術的価値が認められるなど現代に通じる価値を有

するものもある。しかし、全ての資料についていえるこ

とは、それらは皆、我々の祖先が生きた証であるという

ことである。

（主な展示資料）東野遺跡出土台形石器・西田遺跡ほか

の土偶・洞雲土遺跡出土資料●浦畑遺跡出土資料ほか

十㌧： ���������������蔗�
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縄文時代の装いをうかがい知る土偶ほかの展示

（2）開発と遺跡

遺跡は埋まったままの状態で守ることが望ましいが、

開発などにより遺跡の消滅が避けられない場合には発掘

調査を行う。紹介している遺跡がどのような開発行為に

伴って行われたのか。現代の私たちの生活にかかわる施

設と遺跡を関連させて紹介した。

（主な展示資料）ソフトピアジャパン関連資料・東海環

状自動車道関連資料・丹生川ダム関連資料ほか

（3〉　埋蔵文化財の特質

発掘調査は一種の破壊行為であり再現は不可能である。

できる限り多くの情報を得、その情報を多くの人と共有

するために行っている努力や工夫を紹介した。

（主な展示資料）南高野古墳出土資料・砂行遺跡の図

面・柿田遺跡や勝更白山神社周辺遺跡出土資料ほか

調査地の現在の姿を紹介した展示

（4）保存活用など

発掘調査により記録された情報は報告書などの形で残

される。また、得られだ情報を開発計画に反映させて遺

跡の一部を保存することもある。そうした例を紹介した。

（主な展示資料）各遺跡の報告書・戸大村平遺跡出土縄

文土器の図面・岩井戸岩陰遺跡出土資料ほか

（5）体験コーナー

考古学データの整理方法も提示方法も、日々進歩しつ

つある。3次元データの持つ可能性を探った。
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実体視により得られる情報量が増すことを体験する展示

5　関連事業

会期中の隔週土・日曜日には、岐阜県文化財保護セ

ンター職員と当館学芸員により、1日2回程度展示解説を

行った。平日も解説員、学芸員がギャラリートークに心

がけた。また、「まが玉をつくろう」という講座を2回

行った。

来館者は大人が中心であったが、埋蔵文化財に対す

る関心が高く、県外からも多くの方が来館されたことが

ギャラリートークを通じてうかがわれた。
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〔第31回日本自然科学写真協会写真展〕

1展覧会名称
「自然を楽しむ科学の眼2010－2011」

2　開催期間

平成22年11月20日（土）～12月26日（日）

3　趣旨

日本自然科学写真協会（SSP）は、自然写真や科学写

真を撮影している、プロやハイアマチュアの写真家が集

まっている団体である。1978年の設立以来、自然と向き

合うことの楽しさと感動を多くの方々に伝えたいと写真

展を開催してきた。第31回目となる今回は、マクロから

ミクロまで自然・科学写真分野で技を極めた撮影技法の

ノウハウ等を活かし、動植物、水中、山岳、地形、風景、

天体、顕微鏡写真など、多様な自然科学の写真を展示し

た。また、当協会の活動が評価され、今回の展示会から

環境省の後援を得た。さらには、SSP写真協会の会員で、

本展示会に出品されている常用氏に展示解説を依頼し、

期間中に2回の解説を実施した。昆虫写真をはじめとす

る科学写真の撮影ノウハウを多くの来館者に解説いただ

き好評を得た。
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展示会場の様子

4　展示構成

雄大な自然の姿や驚異の瞬間を捉えた素晴らしい126

点の作品を、7つのコーナーに分類して展示した。どの

作品も、周到な準備と長年蓄積されたノウハウを活かし

て撮影された写真ばかりである。

また写真作品に関連した当館の実物資料50点や科学写

真の仕組みを学ぶ体験展示を用意し、自然をより身近に

感じていただく工夫を凝らした。

（1）顕微鏡・科学

肉眼では認識できない微細な自然現象を、偏光や干渉

現象などの可視化技術を駆使して、鮮明に捉えた作品の

数々。科学の眼が描き出した作品を展示した。「ビタミ

ンC」（撮影：前田幸生）など12点

（2）水中・水棲生物

陸上とは異なる撮影条件が要求される水中写真。水中

に生きる生物を捕らえた作品を展示した。「カリフォル

ニアアシカの子供」（撮影：天明良恵）など18点

（3）昆虫類

マクロレンズやストロボなどを駆使して、昆虫のさま

ざまな生態をクローズアップした作品を展示した。「ミ

ツバチの給水」（撮影：鈴木格）など34点
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常用氏による展示解説の様子

（4）鳥類

飛翔する被写体を的確に、その一瞬を捕らえることは

長年の感と技術が要求される。自然の中でいきいきと活

動する烏たちを捕らえた作品を展示した。「フクロウ帰

巣」（撮影：水野紘一）など13点

（5）哺乳類・両生爬虫類

哺乳類をはじめ、両生類や爬虫類の生態をできる限り

自然に近い状態で撮影した作品を展示した。「ボンドギ

ツネ」（撮影：八川慎一）など8点

（6）植物・菌類

比較的動きの少ない植物であるが、植物が表現する色

や形には、思わず見入ってしまうものがある。その姿を

忠実に再現した作品を展示した。「蛍光反応によるゴン

ゲンゴケの同定」（撮影：小林佑）など13点

（7）山岳・天体・自然風景

大自然がつくり出す景観は、まさに芸術である。その

壮大な自然の姿が感じられる作品を展示した。「桜島の

噴火」（撮影：節政博親）など28点
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体験コーナーの様子
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〔資料紹介展3〕

1　展覧会名称

「鉄道沿線一光と陰～」

2　開催期間

平成23年3月8日（火）～4月10日（日）

3　趣旨

所蔵品に県歴史資料館・県図書館からの借用資料を加

えた鉄道関係資料で、半世紀以上にわたる県内鉄道網の

形成史をひもとき、明治以降数回の鉄道ブームによる路

線拡張期の「光」とモータリゼーション進展によって廃

線が相次いだ「陰」の、県内鉄道史を振り返る展覧会。

日本列島の中央に位置する当県では、明治半ばの鉄道

草創期から大阪・東京の東西大都市圏を結ぶ幹線鉄道が

整備され、同時に、名古屋や京阪神問との中長距離都市

間交通が発達した。私鉄路線はこれらの国鉄幹線と地域

を結ぶ支線としての役割を担ってきた。一方、新路線敷

設を目論みながらも果たせなかった未成線も数多い。こ

うした鉄道網の発展と、とくに近年顕著をその後退を、

私鉄の沿線案内パンフレットや鉄道敷設免許申請書など

からたどるとともに、ここ1年間の新聞スクラップで現

代の話題としても取り上げた。

また、岐阜鉄道模型クラブの協力により、車両模型と

大型ジオラマを展示、実際に走行させていただいた。

4　展示構成

展示室中央に大型ジオラマおよび旧名鉄600V岐阜線

区の記録映像を上映する大ディスプレイを設置、ロビー

にも関連展示を行い、展示室への導入と位置づけた。

（1）鳥取図と沿線観光案内

大正末期から昭和初期に一世を風靡した吉田初三郎の

いわゆる「初三郎式烏轍図」などの鳥轍図と沿線案内を

中心に鉄道省や県内の私鉄各社がつくった沿線案内を展

衰慈羅葦墓 議i＝醸懇漆 倅�ﾘ蓼蓼ｴR�亢�� 从X�h�b�
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展示会場の様子

示した。いまはないさまざまな鉄道が走っていたことを

視覚的にとらえてもらう試みである。

（2）鉄道敷設免許申請書と鉄道会社株式資料

鉄道を敷設するために県を通じて国に提出された申請

書を展示した。国立公文書館等で所蔵されている旧鉄道

省文書以外で、各県に現存するこうした文書類は鉄道史

研究でもあまり把握されておらず、公開の機会も少ない

珍しい資料群といえる。

吸収合併や廃線により消滅した鉄道会社のほか、免許

を下付されたにもかかわらず諸般の事情で建設に至らな

かった会社についても紹介した。

（3）車両模型とジオラマ

岐阜鉄道模型クラブによる展示である。過去・現在に

おいて、県内を走った車両を展示し、県内沿線を再現し

たジオラマでは、実際に模型を走行させた。

ジオラマの様子

（4）鉄道グッズ（ロビー展示）

ロビー奥の展示室までに大型資料の露出展示および

ケース内展示を行い、展示室に入りやすい雰囲気づくり

を心がけた。県内鉄道会社の協力によるものである。
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ロビー展示の様子

5　関連事業

会期中の週末を中心に岐阜鉄道模型クラブによる模型

走行を実施し、同クラブ定例会に併せて、公開制作・メ

ンテナンスを行った。
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〔マイミュージアムギャラリー〕

1　運営の概要

県民（在住、在勤、ゆかりの人）が収集・所蔵してい

るコレクションや生涯学習の成果作品を募集し、一定期

間、公開展示の場とする。マイミュージアムギャラリー

企画運営委員会によって審議された内容を参考に作成し

た展示計画に従い、順次展示をする。出展者の募集は常

時行っている。

2　平成22年度の展示状況

回 �5x麌ｯｨｭB�出　展　内　容 偬���5x���"�

1 滴ﾈ��?ｨ�冦��｢�老大師墨跡・茶道 ��羽頽B�
5月　9日（日） 仞��X��'Y5r�

2 店ﾈ�#9?ｨ��?ｨ�｢�hﾈ�#y?ｨ��?ｨ�｢�懐かしのビン 伜)69�9y��

3 度ﾈ���?ｨ��?ｨ�｢�おもしろ木彫り 　《 ��ｸ��繒�
8月22日（日） �����.愛x�Xﾌ9Wｨ,ﾉ�ﾂ�ﾆ�,h,ﾈ5(8�7ｹ5x���菅沼寿美子 

4 祷ﾈ���Y?ｨ��?ｨ�｢�日本とアラビアのレ ��iOﾉ{)y����7ｸ��6��
10月11日（月祝） �8ｨ�ｸ7I:佗ﾂ�河野ノ、ンユ ックレジック 

5 ���ﾈ��y?ｨ��?ｨ�｢���ﾈ�#�?ｨ��?ｨ�｢�飛騨のわら細工 傲�69W�&｢�

6 ���ﾈ�#�?ｨ��?ｨ�｢�世界遺産探訪の歩み ’‾百一両日ヽ 弍)XﾈﾊyH饂��
1月10日（月祝） ����7H��7��X､x貶�X�8､ﾒ��,ﾉV����館友の会 

7 �(ﾈ�#)?ｨ����｢�8ﾈ�#y?ｨ��?ｨ�｢�廻る古布の布絵展 儻ｩuh､r�

3　展示記録「マイ・コレクション」の発行

展示紹介チラシ「マイ・コレクション」を各回の展禾

ごとに発行した。会場内で来場者に配布するとともに、

出展者が自主的に行う広報活動の資料として活用した。

平成22年度は7年度からの通番で、第117号から第123号

まで発行した。

4　出展者による講座・実演等の開催

来場者と出展者、来場者同士の情報交流やふれあいの

場として、また、体験を通して展示内容についての理解

を深めたり、親しみを感じてもらったりするために、出

展者が主催者となって、講座、実演等の催しものを開催

している。

〇第4回展示「日本とアラビアのレリーフ陶芸」

講座　「アートに挑戦　ザ・陶板！」

日時　9月12日（日）・20日（月祝）

各日10：00－11：30、13：00－14：30

講師　新美隆利氏　河野ホシュナックレジック氏

場所　講堂

講座「アートに挑戦　ザ・陶板！」の様子

本館では、陶芸に関わる講座が珍しいため、多くの参

加者があった。新美氏が丁寧に一人一人指導され、参観

者は夢中になって作業に取り組まれていた。焼成して完

成した陶板は、郵送か来館での引き取りであるが、参観

者は、完成を大変楽しみにされていた。制作したネーム

プレートを家や庭などに飾ると笑顔で話されていた。好

評であったこの講座は、引き続き来年度も博物館の催し

ものとして位置づけられることとなった。

〇第5回展示「飛騨のわら細工」

実演　「わら細工実演」

日時10月17日（日）30日（土）31日（目）11月2日

（火）3日（水祝）20日（土）21日（日）

各日10：00－12：0013：00－15：00

出演　沼田富男氏

場所　マイミュージアムギャラリー
∴∴ 剪��� ��ｲ� � ��

◆－ ∴∴十㌧ ��欝綴綴喜諒 鰭綴懸葦詰一書 剪��� �� ��������依��

鮭 ��������∵∴∴∴ ∴ 冖h���R����X�h���b�

′‾‾‾ ：「．∴ ������� 偸��(�ﾈﾙX�&末��

∴高言も：∴∵一∴∴ ∴：∴∴∴一子；＿一一 劍���ﾂ�耳�S�����ﾈ�ﾈ�ﾂ�ﾊｩ�ﾙ�X耳ｮﾘｼ��uﾒ�ｮﾈ���Xv�������� 

畿欝 � 剪��� 

∴ 「 劔劔 ����

＿騒溺 劔�,H+��x�v�������-�� ��

∴∴ 裟・響空襲悪＿ ��i∴／　二・ 

講座「わら細工実演」の様子

気さくで温かい人柄の沼田氏によって、実演時には多

くの来場者が楽しい時間を過ごすことができた。わら細

工を趣味でしておられる方が多数来館され、直接沼田氏

から指導をいただき、満足して帰られる場面が多くあった。
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講座　「わら馬をつくろう」

日時10月31日（日）13：30－15：00

講師　沼田富男氏

場所　講堂

講座「わら馬をつくろう」の様子

手軽にできる「わら馬」のわら細工を企画した。幅広

い年代の参加者がおられ、熱心に取り組まれた。講堂に

ブルーシートを敷き、その上で講座を開くことで、和気

あいあいと作業することができた。小さな子どもにも好

評であった。

鵬 ； （ 冓 亦�螺 ��� ��

叢窪 ：／＿∴ 饗∴ 子 ��h�X�R�？ ◆i 剪�����

∴ 劔 劔 

灘‘≡i‡ 劔1線諒1－ ��

ー1－－－蓬 ����f��X.ﾒ�劔�6ﾘｬ��9?�� 蝿�ﾃ��ﾂ�へ＿ 凵@∴一● 11 �� 剪� 

讃翳雪㌻＿霧 劔凵宦l）｝｝ 劔＼－ ��

謙二＼i■ ���������� ��鎌 鸞 ������� 

∴∴ここ差∴∴∴∵ 劔劔� 
＼ヤ 剪�∴∴ ∴∴ 劍����� 凵諱u∴ 

講座「古布でコースターをつくろう」の様子

〇第7回展示「廻る古布の布絵展」

講座　「古布でコースターをつくろう」

日時　3月9日（水）13時30分～15時30分

講師　白木しづゑ氏

場所　講堂

第7回展示「廻る古布の布絵展」は、大変盛況であっ

た。マイミュージアムギャラリーのみの入館者が、1日

250人という日があるなど大変を人気であった。講座も

すぐに定員に達し、キャンセル待ちの状態であった。古

布でコースターを作ることが講座内容であったが、それ

以外に猫の布絵を作ることを急遽企画し、参加者は大喜

びであった。布絵を作りたいというニーズに応えること

ができた。今後、博物館の催しとして白木氏を講師に迎

え、布絵づくりを企画していく方向である。

与　博物館同人としての登録

7名に同人登録証を発行した。23年度、新美氏が博物

館の催しもので講座を開設することにつながった。

6　平成23年度の出展申し込み

バードカービング、イラスト画、パッチワークの着物

等、生涯学習の成果としての作品。また、中国霧翠の彫

刻、おもちゃグッズ、そば猪口、書画、アジアの民芸品、

三針時計、教科書、プロ野球サイン色紙、パチンコ版等、

計14件の申し込みがあった。コレクションと作品のバラ

ンスもよく、様々な年代の来場者に楽しんでもらえそう

な内容であった。

7　マイミュージアムギャラリー企画運営委員会

の開催

日時　平成22年10月20日（金）10時一11時30分

場所　本館会議室

【議題】

（1）平成22年度の展示について

・実習を伴うものがありよかった。わら細工も実演や実

習が多くありよかった。

・バランスよく、時期に合わせてやっている。身近なも

ののコレクション、身近な体験型が多くなってよい。

・体験教室や実演などは、来場者からも好評である。

・出展に関しては、バランスが大事。岐阜県に関する内

容の展示こそ委員会としては大切にしてきたい。

（2）平成23年度展示計画及び今後の課題について

・毎回必ず焼き物が入っていてもよいのかなと思う。

岐阜の産物として陶器関係は入れていきたい。

・布の作品については、主婦に大変人気がある。

・バランスを考えて、時期にあったものや体験型、参加

型があるようにしていきたい。地元出身に関わるもの

も大切にしていきたい。

○委員の構成

氏　名 冩��������������R�

委員 ��9nﾈ��uH謦�前岐阜県博物館長 

lI 舒)68���ﾉu��社会福祉法人万灯会　理事長 

／／ �>�g������ﾂ�岐阜県公民館連合会長 

II 俛�+���dik��岐阜県市長会代表（高山市長） 

II 俚):���Y�Tb�岐阜県議会教育警察委員会委員長 

II �(i�ﾈ��i駭r�岐阜県町村会代表（垂井町長） 

／！ 刋�ﾊ���l餮b�岐阜県社会教育委員連絡協議会長 

II 兀�:���l韈��岐阜県地域女性団体協議会代表 

／／ 亳y68��ﾔ騏��関市教育長 

／／ 亳y68����dﾂ�岐阜県芸術文化会議会長 

／／ 偃�ｷｸ���ﾙnR�岐阜県博物館協会会長 

会長は吉田豊氏、副会長は若宮多門氏が就任。

（五十音順　敬称略）

－18－



〔調査研究・資料収集活動〕

一人文部門一

1調査研究

＜考古分野＞

（1）展示にかかわる調査研究

岐阜県文化財保護センター発掘速報展特別企画「飛騨

美濃発掘20年」や、同センター資料紹介コーナー、常設

展示にかかわる資料調査を、同センターの協力を得て

行った。調査成果を反映した展示替えを行い、旧徳山村

（現揖斐川町）出土縄文土器や大垣市荒尾南遺跡出土線

刻絵画土器などを新たに常設展示に加えた。

（2）館蔵資料にかかわる調査研究など

館蔵資料について、資料紹介を継続して行っている

ところであるが、今年度は美濃加茂市太田町西町採集の

「美濃国」刻印須恵器について図化し、出土状況につい

て聞き取り調査を行い、『岐阜県博物館調査研究報告』

32号において紹介した。この資料は人文1展示室古代の

コーナーで展示している。

また、県民とともに研究活動を行っている下呂石研究

会では、今年度はメンバーが有している情報の調査・研

究などが主な活動となった。関市板取や揖斐郡池田町で

採集された資料について調査した。その中で、池田町の

資料中に認められたサヌカイト製ナイフ形石器3点など

について図化し、上記報告書で紹介した。池田町におけ

る旧石器時代資料は従来知られておらず、初めての報告

となる。併せて美濃加茂市鷹之巣採集の下呂石製ナイフ

形石器についても紹介した。

他にも、岐阜県及び東海の考古資料について調査研究

を行い、随時発表している。

＜歴史分野＞

（1）企画展などにかかわる調査研究

平成22年度特別展「濃尾震災120年」に関連し、年度

末を中心として、いくつかの調査研究を県内外にわたり

開始し、次年度の特別展実施への調査への足がかりとし

た。

（2）寄贈資料・館蔵資料にかかわる調査研究

寄贈された資料の整理と調査研究を進めている。とり

わけ今年度は、館所蔵資料の悉皆調査作業に全力を傾注

した。また、6回にわたる公開講座・出前講座の実施等

にともない、館蔵の古文書や県内古文献等の調査研究を

進めた。とりわけ地域に伝えられヾ地域の人々の文化財

保護活動によって発見された文書等について展示・解説

することで、文化財愛護活動の啓発に努めた。今後もこ

うした活動の掘り起こしに努め、今後の展示・調査活動

に資することができるよう心がけたい。

＜民俗分野＞

（1）資料紹介展にかかわる調査研究

岐阜県内の鉄道資料を取り上げた資料紹介展を企画・

開催した。鉄道資料については、平成17年（2005）に特

別展「線路はつづくよ」で網羅的に扱われていることも

あり、今回は当館所蔵品だけでなく、岐阜県歴史資料館

所蔵の行政文書や、岐阜県図書館所蔵のパンフレットの

ほか、県内鉄道会社の鉄道グッズを借用して、新規資料

の発掘と前回展以降の県内鉄道事情の紹介に努めた。と

くに県歴史資料館の鉄道敷設免許申請書については、こ

れまで公開されることが少なかった資料群である。また、

県図書館からは、近年、所在の確認された吉田初三郎原

画を、額装修理後、初披露することができた。

なお、岐阜鉄道模型クラブの全面的なご協力により、

展示室内に県内路線をイメージした大がかりなジオラマ

を設置、会員作の車両模型を走らせ、子どもたちに大好

評であった。

（2）寄贈資料にかかわる調査研究

本年も多数の寄贈申し込みをいただき、民具類の受け

取りと、それに伴う聞き取りを行った。

＜美術工芸分野＞

（1）岐阜県の宗教彫刻にかかわる調査研究

平成22年度も、宗教彫刻に関する調査への参加依頼等

があり、現地に赴いて調査に携わった。中には文化庁が

関与したものもある。専門家の目が届いていない文化財

が、岐阜県にはまだ多く遺されているようである。また、

所蔵者だけでは文化財の保存を全うすることが難しい現

実にも直面した。今後も県内の文化財の状況を把握し、

調査研究や文化財保護活動に資するよう努めたい。

また、外部機関からの依頼によって、宗教彫刻に関

する講座・講話を3件引き受けた。それぞれ求められた

テーマについて調査研究を行い、その成果を講座・講話

に反映した。講師依頼の受諾は、社会貢献と同時に調査

研究をも積み重ねることとなり、自他ともに有益なこと

である。

今年度の特色としては、仏教彫刻の寄託を積極的に受

け入れたことが挙げられる。当館で新たに預かることと

なった仏像は7件11躯で、例年になく多い。この中には

国重要文化財や岐阜県重要文化財も含まれている。これ

らの仏像についても調査研究を進め、展未公開を行って

いる。

（2）岐阜県のやぎものにかかわる調査研究

当館は、平成20年度に資料紹介展「岐阜県のやぎも

の」を開催した。この展覧会の成果を継承し、さらに調

査研究を重ね、平成21年度に研究報告書「岐阜県のやき

もの－資料紹介展「岐阜県のやきもの」出品作品を中心

として－」（上）を執筆し、『岐阜県博物館調査研究報

告』第31号に掲載した。

本年度も研究を継続し、同報告書の下篤を執筆し、同

誌第32号に掲載した。上篤に引き続き、出品作品につい

て個別に解説をし、データ・写真とともに紹介した。そ

して、これを中心としながら岐阜県のやきものについて

概観した。
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2　資料数一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成23年3月31日現在）

分　野 亊����������������劍妤����w��寄　　託 ��ﾘ����ﾇb�

実　物 兒����ｲ�自作・他 亊���ﾇh��>�ｯ����H�｢�

考　　古 店�3S迭�164 鉄��5，810（5，339） �3SB�656 塗�3�#��

歴　　史 滴�33#2�34 ��#"�4，479（4，173） 鼎��178 滴�3s�R�

民　　俗 祷�33Cr�1 ���9，348（7，059） �#3��114 祷�3s#��

美術工芸 涛Cr�21 ���968（519） 涛B�792 ���3ゴB�

計 �#��3#�"�220 ��s2�20，605（17，090） 都3R�1，740 �#8�3����

3　寄贈資料一覧（平成23年3月31日現在）

資　　料　　名 �5����B�

百万塔 鳴�

合　　計 鳴�

4　購入資料一覧（平成23年3月31日現在）

購　入　資　料 �5����B�

なし ���

∴ ��X���劍ｼ�� �� �� 迄�hﾄ����2���
∴∴ 

∴ 劔劔 �� �� � � 

1－・詰詰　問 i◆ ����i　＼ � � ��

＝潮＝謹皇 

騒 子∴∴ 
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ー自然部門一

1調査研究

＜動物分野＞

（1）モニタリングサイト1000里地調査（動物）

環境省のモニタリング1000里地調査に参加し、百年公

園の中・大型哺乳類、鳥類、チョウ、植物について調査

し、延べ394名が調査に参加した。申・大型哺乳類は延

べ517日調査し、529枚の写真を撮影した。今年度は、11

種類の哺乳類が撮影され、公園内でイノシシを初めて確

認した。鳥類は繁殖期と越冬期にそれぞれ6回調査し、

繁殖期に29種227個体、越冬期に24種152個体の鳥類を確

認した。チョウは4月から11月上旬にかけて15回調査し、

44種846個体のチョウ類を確認した。公園内でナガサキ

アゲハを初めて確認した。これらの調査結果は「百年公

園の自然を調べよう（調査結果報告会）」で発表した。

調査活動の様子を（財）日本自然保護協会主催の市民

調査全国大会で発表した。

′＿撥 駆∴′， ：∴∴ ��之i � �� 

∴＼ 剏� 言室 � �� ��

一言 凵[i： ※ ∴＼ ∵ 凵� 

園田曲田圃窪田翌園田田園理経 幽i‾”饗、 劔��hｻ2� �� ��

義教 劍�����h���Y?�爾��������� � � 

一一‾・i詳′ ∴l： “ii荻i ������(�ﾈ6ｨ�ｸ�������������｢�劔 � 
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百年公園に現れたイノシシ

（2）骨格標本の作製　ダチョウ組の活動

4月から27回、延べ144人が活動に参加し、キツネ、イ

タチ、スナメリ、モグラ類の毛皮や骨格標本を作製した。

2月27日、なにわホネホネ団、アクア・トト岐阜、

Ho－netとともに「ホネホネ合宿IN岐阜」を開催した。

（3）「ウシモツゴを守る会」での調査・保全活動

当館では、県絶滅危惧種I類のウシモツゴの保全の取

り組みを、2005年から地元の保護団体や県河川環境研究

所などと「ウシモツゴを守る会」を結成し活動している。

今年度は、ウシモツゴの飼育増殖と館内で展示して普

及啓発を行う一方、ウシモツゴについて学習している小

学校への出前授業やビオトープの造成に協力した。

（4）外部機関と連携した特別展の資料収集

平成22年度特別展「川－カワ・イイね一　一流れがつ

くり出す自然～」に向けて、外部助成事業「白河自賛プ

ロジェクト」において、県民と協働して調査や資料収集

を行った。また、県内の小中学校15校でカワゲラウオッ

チング等の出前授業を行った。

＜植物分野＞

（1）モニタリングサイト1000里地調査（植物相）

百年公園で植物相調査をはじめて2年目。毎月第3水曜

日の「里山ウオッチング」時に参加者とともに行った。

毎回20－30名の参加者があり、花・果実が確認された植

物（イネ科・カヤツリグサ科・シダを除く）は、2年間の

調査で合計269種、本年度は新たに45種であった。

（2）白山植物分布調査

岐阜県植物誌調査会と高山植物調査をはじめて6年目

である。本年度は白山の亜高山帯と高山帯の植物分布調

査を行った。本県で初確認となるハクサンサイコのほか、

232種を標本として採取した。
∴∴ �� �� �� �� ��i<X���Hvｸ���
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＜地学分野＞

（1）濃尾震災に関する調査

平成23年度特別展「濃尾震災120年」に向けて、根尾

谷断層およびその地震被害について調査を行った。同特

別展は、人文分野と自然分野が共同で開催する特別展で

あり、自然科学の観点から濃尾地震をはじめ、地震に関

するさまざまな情報を収集した。

（2）県内化石産地の調査

平成24年度特別展に向けて、県内の化石産地の調査を

行った。白月附では当館の展示物（足跡化石）の現地露

頭を調査し、現状を確認した。

＄：’ 剪� ������ 
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恐竜の足跡化石（大野郡　白川村　大白川上流）
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2　資料数一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成23年3月31日現在）

分　　野 亊��������������剿倆駅��寄　託 ��ﾘ����ﾇb�
実　物 兒����ｲ�自作・その他 亊���ﾇh��>�ｯ����H�｢�

動　　物 �3H�3C�"�21 鉄2�34，556（19，135） ���0 �3H�3SSb�

植　　物 �#H�3��B�78 都迭�24，987（18，072） ���0 �#H�3塔r�

岩石鉱物 �(�3�迭�3 田2�2，161（389） �"�0 �(�3�c2�

化　　石 �(�33s"�77 ����2，468（941） �#��29 �(�3S#b�

そ　の　他 鉄��2 田��121（14） ���0 ��#��

計 田8�3�#"�181 涛���64，293（38，551） �3��29 田H�33S2�

3　寄贈資料一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成23年3月31日現在）

資　　料　　名 �5��B�資　　料　　名 �5��B�資　　料　　名 �5��B�

昆虫標本 滴�3��"�魚類標本 鼎��哺乳類標本 ����

鳥類標本 鉄r�化石類標本 的J��岩石標本 �"�

偏光顕微鏡 ����

4　寄託資料一覧

資　　料　　名 �5��B�

アンモナイト化石標本 �"�

5　購入・委託作成資料一覧

（平成23年3月31日現在）

（平成23年3月31日現在）

資　　料　　名 �5��B�購　　入　　先 倬�����{�����kﾂ�点数 俎x����?ﾈ�����b�

鳥獣標本 免ﾂ�㈲東京内田科学社 �&i�yHﾘ靖Uygｲ�1 �ｨ5�5�5x4�32�

立体震源分布図模型 ���㈱乃村工糞社 ��

：：“ 

i ） ふ 
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察鸞＝麹 � 
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ーマイ・ミュージアム部門－

マイ・ミュージアム棟が開設された平成7年頃はマル

チメディアが珍しい時代であったが、現在は一般のパソ

コン上で動画を編集することさえ特別ではなくなり、マ

ルチメディアの普及や啓発を継続する意義は薄れてきた。

しかし、博物館事業においで晴報通信機器を活用する

必要性が失われた訳ではなく、今年度も、情報を最大限

発信できるようにするための基盤整備に重点を置いて事

業を推進した。

1岐阜県博物館ホームページの運用

インターネットが普及した今日、ホームページの充

実や活用は非常に重要な位置を占める。そのような認識

から、当館では平成9年9月の「岐阜県博物館ホームペー

ジ」開設以後、大規模リニューアルや追加改修を重ね、

機能の充実に努めてきた。そして、デジタル資料のダウ

ンロード機能やWBBニュース配信機能等を活用し、利

用者に対する情報提供を拡充してきた。

その後、WBBサーバの更新が困難になったことから、

平成22年4月、共用型レンタルサーバを利用した運用に

移行した。そのため、今年度の課題は、職員が登録作業

に慣れ、それまで実現してきた機能の喪失や低下を最小

限に食い止めるように努めることであった。幸い職員の

習熟は早く、従来よりは少し手間を要することとなった

ものの、更新を頻繁に行うことができるようになった。

なお、今回の移行に伴い、岐阜県博物館ホームページ

は新しいURL（http：／／www．gifu－kenpakujp／）で運用を

開始したが、しばらくの問、検索すると古いURLがヒッ

トして利用者に不便をおかけする状態が続いた。しかし、

技術的な検討の結果、この問題も解決し、今では新しい

URLがふつうにヒットするようになった。

以上、今年度は新しいホームページの運用が軌道に

乗った一年であった。

2　収蔵資料データベースの移行

当館に収蔵されている資料に関する情報の多くは電子

化され、ホームページ公開にむけた膨大な準備を地道に

すすめてきたところである。しかし、ホームページと同

様の事情により、専用サーバを館内で維持することが困

難となったことから、21年度末、全国の博物館や美術館

でサーバを共有するサービス（SaaS）に既存のデータ

を移行する作業を実施した。そして今年度、当館とサー

ビス提供業者の双方でデータや動作の最終点検をすすめ、

新しい環境でデータベ「スを利用することが可能になっ

た。したがって、今後は職員が早く操作に慣れ、当館用

にカスタマイズされた従来のデータベースに比べて少し

不便な面があるという制約を克服しつつ、新しい環境に

おける収蔵資料情報の管理業務を軌道に乗せることが最

大の課題である。

また、現物実査の成果を登録し、データベースの精緻

化をはかることも、重要な課題である。

【データベースイメージ画像】

ノー，I訪　ヽ舶加jき細2g鯨　的約・▼ま．｛一輝細雨

3　ハイビジョンホールの活用

ハイビジョンホールでは、休日や祝祭日に、特別展等

に関連するDVD作品の上映を行った。また、外部団体

の見学や各種講演会・講習会・イベントなどの会場とし

て利用を図った。
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〔教育普及活動〕

1　概要

近年、博物館をはじめとする教育文化施設は厳しい運

営状況の中、その存在意義が問われており、当館では、

平成20年度より将来構想委員会を設置し、長期的視野か

ら県立総合博物館としての役割とあるべき未来像を明確

にし歩みはじめてきた。

従来、博物館における最大の教育普及活動は展示で

あったが、近年、生涯学習の充実や体験活動の重視と

いった社会の要請、また、将来構想委員会で明らかにし

た当館の役割、「岐阜県民が実物や実体験を通して、郷

土の価値を発見できるようにする。」から、展示はもと

よりそれ以外の教育普及活動の充実を重点課題とした。

当館の入館者は、子どもから高齢者まで、団体は幼稚

園から大学までの学校団体、子ども会やスポーツ少年団

から老人会までと、幅広い層に利用されている。そのた

め、それぞれの入館者に充実した体験や学習の場を提供

できるように、プログラムの改善や開発を行ってきた。

また、団体利用においては、事前打ち合わせの充実を

図った。具体的には、当館利用の目的や要望を聞き、そ

の目的が十分達成できるような活動内容の紹介や準備、

当日の活動のサポートを行った。
一方、本年度の主な事業としては、特別展（1回）、

資料紹介展（4回）、第31回日本自然科学写真協会写真

展（1回）、マイミュージアムギャラリーの展示，（7回）

のほか、年間78回の催しものを実施し、総事業数は91回

を数えた。

2　教育活動

（1）催しもの

催しものは、企画展関連事業（8回）、カルチャー講

座（17回）、たのしい博物館（28回）、ギャラリー関連

事業（19回）、特別行事（2回）、博物館講座（4回）の

計78回であった。

企画展関連事業の「川原の石を調べよう」は、盛夏の

野外観察活動であったが、実物・実体験を通した学びは

たいへん好評で大盛況であった。

カルチャー講座では、「古文書入門」、「里山ウオッ

チング」、「百年公園の自然調査報告会」など、専門的

な内容に踏み込んだ講座を開設したり、日本自然保護協

会の「モニタリング1000里地調査」を実施したりした。

回を重ねるごとに参加者が増加し、深くじっくり学習で

きるスタイルに満足していたようであった。

「たのしい博物館」では、「家族で春の豊山ウオッチ

ング」など家族参加型の催しものに多くの家族が参加し、

目にした植物や生き物について親子で教え合うなど、家

族で楽しそうに活動する姿が見られた。

特別行事の「春のグリーンアドベンチャー」や「七草

がゆを食べよう」は恒例の催しものとして位置付き、多

くのリピーターが参加した。

（2〉　入館者対応

毎週土曜日・日曜日と視日の午後には、「わくわく体

験コーナー」を開設し、体験活動を通して、職員が来館

者と直接触れ合えるようにした。リピーターが「わくわ

く体験コーナーを目的に来ました。」と職員に親しげに

話をするなど、来館者と職員の距離を縮めることができ

た。

学校などの団体に対しては、下見を含めて事前の打ち

合わせを入念に行い、活動の目的によって活動内容の提

案やアドバイスなどを行った。また、サポーターの協力

を得ながら、団体の多様な要望に応えられるような学習

活動を工夫したことで、子どもたちが生き生きと活動す

る姿が見られた。

（3）学校、福祉施設などの活用

団体利用は、161団体で、幼稚園・保育園（16）

学校（92）、中学校（12）、高校（7）、大学（3）

祉施設（9）、その他（22）であった。

地域別の利用状況は、下記のようになる。

美濃地区は関市が圧倒的に多く、美濃市・郡上市の利

用は少ない。学年別では、幼稚園・保育園と小学校低学

年が多く、高学年以上の利用は少ない。福祉施設の利用

が今年度から多くなり、利用団体からは好評を得た。

（4）研修会などの活用

学校関係を中心にして、20団体であった。

（5）出前授業・講師派遣などの活用

出前授業の実施回数は22回（小学校20回、大学2回）

であった。

講師に招増されたのは19回であった。招聴先としては各

種団体が中心であった。

職員研修、地域学習、生涯学習の場として、様々な目

的に活用されていた。

3　広報活動

来館者の増加と館の動向や情報を広く知らしめるため

に、昨年度同様に以下のように広報活動の充実を図った。
・近隣のショッピングモールなどポスター・チラシの掲

載・布置の依頼を積極的に行った
・新聞・テレビ・ラジオ・雑誌などのマスコミに対して、

記者との直接的な情報交流、フリーペーパー掲載の開拓

など、情報提供を積極的に行った。

4　博物館実習生指導

7月26日（月）から7月30日（金）までの5日間、岐阜

聖徳学園大学（3名）・岐阜女子大学（1名）・岐阜大学

（7名）・三重大学（1名）・富山大学（1名）・静岡大

学（3名）・筑波大学（1名）・愛知淑徳大学（2名）の8

大学から19名の学生を受け入れ、実習生指導を学芸部職

員全員で行った。共通実習と選択分野別実習により、実

習生が充実した活動をすることができるよう工夫した。
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5　資料の貸し出し

分野 亢�������ｭh������kﾂ�資　　　料　　　名 ��ﾘ�､ｨ跖ｯｩ?｢�貸出終了期日 �5��B�

人 文 �5H986x8ｨ�ｹOﾈ��ｭ���x､舮ｸ7h8ﾘ8(�ｸ5h8x92�紺地白鷺文繍狩衣 兌ﾙ�ﾃ#)D紿ﾈ�#9?｢�平成22年8月　4日 ���

関鍛冶伝承館 �8���l���Eｨ�)�I�X��kﾘ���ﾂ�平成22年5月28日 兌ﾙ�ﾃ#)D緝ﾈ�#Y?｢�4 

白山比畔神社 僮(�)�����Eﾈｻhﾋ馮ｸ��i�ﾈ�｢�平成22年6月1日 兌ﾙ�ﾃ#)D緝ﾈ��?｢�1 

羽島市立羽島中学校 �7仭H��8ﾈ7h8ｨ4ｨ�｢�平成22年6月　8日 兌ﾙ�ﾃ#)D緝ﾈ���?｢�1 

郡上市立三城小学校 ��*�+�+Xｮﾒ�平成22年6月12日 兌ﾙ�ﾃ#)D繆ﾈ���I?｢�4 

白坂公民館 僮(ﾞ(,ﾉlｨ��i�ﾈ�｢�平成22年7月26日 兌ﾙ�ﾃ#)D繆ﾈ�#i?｢�21 

㈱グローバルプラネット 俑�&飆(ﾞｹ[h�鋕鮭��i�ﾈ�｢�平成22年8月27日 兌ﾙ�ﾃ#)D繹ﾈ�#y?｢�1 

国立能楽堂 儉ｨ���平成22年9月　3日 兌ﾙ�ﾃ#)D��(ﾈ��Y?｢�1 

中津川市立加子母小学校 ��I�9L(���ﾈﾋ�w��｢�平成22年10月　9日 兌ﾙ�ﾃ#)D���ﾈ�#)?｢�6 

宗教法人　臨川寺 竸ﾈ臧ﾛ��ﾈ���ﾂ�平成22年10月22日 兌ﾙ�ﾃ#)D���ﾈ��Y?｢�3 

東あい子 兌hｧ��ﾈﾆ��X*��X�b�平成22年10月23日 兌ﾙ�ﾃ#)D���ﾈ�#Y?｢�1 

㈱土岐市埋蔵文化財センター 倡Ynﾉ�IYI(9�����ﾂ�平成22年12月10日 兌ﾙ�ﾃ#9D�(ﾈ�#�?｢�4 

㈱学研パブリッシング 倆�鞴����ﾈ��i�ﾈ�｢�平成22年12月28日 兌ﾙ�ﾃ#9D�(ﾈ����?｢�l 

宗教法人　済法寺 偖ﾈ自lｨｬ�竸ﾈ臺zy�ﾈ��8ﾈ7h8ｨ4ｨ�ｨ���ﾂ�平成23年1月24日 兌ﾙ�ﾃ#9D紿ﾈ�3�?｢�5 

㈱学研パブリッシング �8���l���ﾉ8ﾋ8��i�ﾈ�｢�平成23年3月25日 兌ﾙ�ﾃ#9D�8ﾈ�#Y?｢�l 

自 然 弍)Xﾈ�9zy+y��>ﾉ(hｧxﾕ｢�動物剥製標本など 兌ﾙ�ﾃ#)D紿ﾈ���?｢�平成22年4月24日 �#��

各務原市立桜丘中学校 �:饂異ﾈｦ儷ygｸ,�,r�平成22年4月17日 兌ﾙ�ﾃ#)D紿ﾈ�3�?｢�2 

岐阜市立陽南中学校 �:饂異ﾈｦ儷ygｸ,�,r�平成22年4月18日 兌ﾙ�ﾃ#)D綛ﾈ���)?｢�10 

岐阜県図書館 仍ｹ}飃ﾙ�ｹUygｸ,�,r�平成22年4月20日 兌ﾙ�ﾃ#)D緝ﾈ��i?｢�17 

㈱リバーフロント整備センター �4�4X8�4ｸ48峪��,�,x��i�ﾈ�｢�平成22年4月26日 兌ﾙ�ﾃ#)D紿ﾈ�#i?｢�1 

NPO法人生態研究センター �+凩飃ﾙ�ｹUygｲ�平成22年4月30日 兌ﾙ�ﾃ#)D綛ﾈ���y?｢�42 

関市立旭ヶ丘中学校 �:ｨﾙﾉUygｲ�平成22年5月　7日 兌ﾙ�ﾃ#)D綛ﾈ����?｢�14 

羽島市立中島中学校 �:饂�:ｨﾙﾉUygｲ�平成22年5月30日 兌ﾙ�ﾃ#)D緝ﾈ�#y?｢�14 

河川環境楽園自然発見館 �+凩飃ﾙ�ｹUygｲ�平成22年6月　4日 兌ﾙ�ﾃ#)D緝ﾈ����?｢�6 

南山国際高等学校 �ｹ���X5h8ｨ5(98ﾅ��平成22年6月　4日 兌ﾙ�ﾃ#)D緝ﾈ��9?｢�50 

岐阜市立梅林中学校 俑�(餠ygｹJ��平成22年6月　6日 兌ﾙ�ﾃ#)D緝ﾈ��9?｢�7 

関ケ原町立関ケ原中学校 ��),Y:饂異ﾈｦ儷ygｲ�平成22年6月12日 兌ﾙ�ﾃ#)D緝ﾈ�#�?｢�5 

㈱テレビ大阪東京支社 �7H4�8ﾘ4Xﾙﾈｦ���i�ﾈ�｢�平成22年7月1日 兌ﾙ�ﾃ#YD緝ﾈ�3�?｢�1 

弥富氏歴史博物館 �:饂羽ﾙ�ｹUygｲ�平成22年7月14日 兌ﾙ�ﾃ#)D纔ﾈ���?｢�17 

日本最古の石博物館 �ｹ�餠ygｲ�平成22年7月20日 兌ﾙ�ﾃ#)D繆ﾈ�#�?｢�50 

岐阜市立藍川中学校 �ｹ���X5h8ｨ5(98ﾅ��平成22年8月　3日 兌ﾙ�ﾃ#)D繹ﾈ���i?｢�45 

㈱東海テレビ 仆�{8峪����i�ﾈ�｢�平成22年8月　4日 兌ﾙ�ﾃ#)D繹ﾈ���I?｢�1 

㈱トップシーン �4�4�5H985h8x4X4X��i�ﾈ�｢�平成22年8月24日 兌ﾙ�ﾃ#)D纔ﾈ�#I?｢�l 

エコミュージアム関ケ原 �5�4ｨ,ﾉHﾙ�ｲ�平成22年8月25日 兌ﾙ�ﾃ#9D��ﾈ��Y?｢�6 

羽島市立竹鼻中学校 勁ﾙ?ｹ}�,ﾉ:ｨﾙﾂ�平成22年8月29日 兌ﾙ�ﾃ#)D纔ﾈ���Y?｢�14 

県立岐山高等学校 �ｹ���X5h8ｨ5(98ﾅ��平成22年8月31日 兌ﾙ�ﾃ#)D纔ﾈ���9?｢�30 

県立城北高等学校 �ｹ���X5h8ｨ5(98ﾅ��平成22年8月31日 兌ﾙ�ﾃ#)D纔ﾈ��y?｢�89 

㈱サイエンスワークス �7H4�8ﾘ4X��i�ﾈ�｢�平成22年9月17日 兌ﾙ�ﾃ#)D���ﾈ��?｢�3 

岐阜県先端科学技術体験センター �4ｨ987ﾎ格���平成22年9月18日 兌ﾙ�ﾃ#)D��(ﾈ�#�?｢�1 
一宮市博物館 �:饂���ｮ)�餠ygｲ�平成22年9月27日 兌ﾙ�ﾃ#)D��(ﾈ���9?｢�25 

㈲日本モンキーセンター �684ﾈ6ﾘ8�4�7ﾙHﾙ�ｹUygｲ�平成22年10月1日 兌ﾙ�ﾃ#9D�8ﾈ���?｢�1 

高山陣屋管理事務所 �8�5H5H7(�X8�486�8x4YHﾙ�ｲ�平成22年10月　4日 兌ﾙ�ﾃ#)D��(ﾈ���i?｢�2 

県立岐山高等学校 �ｹ���X5h8ｨ5(98ﾅ��平成22年10月13日 兌ﾙ�ﾃ#)D���ﾈ���?｢�40 

関市立板取小学校 �ｹ���X5h8ｨ5(98ﾅ��平成22年11月　4日 兌ﾙ�ﾃ#)D���ﾈ��)?｢�36 

鏡島公民館クラブサークルふるさとを語る会 �6�8x4X5ｨ98485�6���7ｸ986�485�6�Hﾙ�ｲ�平成22年11月　5日 兌ﾙ�ﾃ#)D���ﾈ����?｢�2 

各務原市八木山小学校 冢ﾉ+�,ﾉHﾙ�ｲ�平成22年11月13日 兌ﾙ�ﾃ#)D���ﾈ��9?｢�13 

瑞浪市立瑞浪小学校 �+y|y�ﾈ,ﾈ���(ｮ(8ﾈ4ﾂ�平成22年11月14日 兌ﾙ�ﾃ#)D���ﾈ�#�?｢�10 

岐阜女子大学文化創造学部 �ｹ���X5h8ｨ5(98ﾅ��平成22年11月19日 兌ﾙ�ﾃ#)D����(ﾈ���Y?｢�48 

笠松町歴史民俗資料館 �4X5H4ﾘ,ﾉHﾙ�ｲ�平成22年12月24日 兌ﾙ�ﾃ#9D�(ﾈ��9?｢�3 

岐阜県先端科学技術体験センター 仆�{8峪����8ﾈ7h8ｨ4ｨ�｢�平成22年12月25日 兌ﾙ�ﾃ#)D��(ﾈ�#i?｢�2 

岐阜県先端科学技術体験センター �ｹ�餠ygｸ���ﾂ�平成23年1月13日 兌ﾙ�ﾃ#9D�(ﾈ����?｢�55 

ミュージアム・パーク茨城県自然博物館 儖ﾉEｮ格���們�Z��ｨ�Xｧﾘ鉸格����8ﾈ7h8ｨ4ｨ�｢�平成23年2月　7日 兌ﾙ�ﾃ#9D緝ﾈ�3�?｢�2 

南山国際高等学校 �ｹ���X5h8ｨ5(98ﾅ��平成23年2月19日 兌ﾙ�ﾃ#9D�(ﾈ�#i?｢�60 

㈱トップシーン ��),Y:饂異ﾈｦ儷ygｸ��i�ﾈ�｢�平成23年3月　7日 兌ﾙ�ﾃ#9D�8ﾈ���y?｢�5 

岐阜大学教育学部 �ｹ�餠ygｲ�平成23年3月12日 兌ﾙ�ﾃ#9D�8ﾈ�#i?｢�15 

岐阜県環境衛生部環境生活政策課 �4�8�484�7ﾙ�ﾈ��i�ﾈ�｢�平成23年3月18日 兌ﾙ�ﾃ#9D�8ﾈ���?｢�8 
揖斐川町立春日中学校 �ｹ���X5h8ｨ5(98ﾅ��平成23年3月18日 兌ﾙ�ﾃ#9D�8ﾈ�#I?｢�36 

ぴあ株式会社 �4�8ﾘ5H4X8ｸ5��ﾈ��i�ﾈ�｢�平成23年3月18日 兌ﾙ�ﾃ#ID�8ﾈ��y?｢�4 

河川環境楽園自然発見館 �6ｸ�ｸ6x8ｨ4�Hﾙ�ｹUygｲ�平成23年3月20日 兌ﾙ�ﾃ#9D�8ﾈ�#�?｢�2 

宮野明彦 �4�4ｨ7ﾘ4x4�686��ﾉ(餠ygｲ�平成23年3月20日 兌ﾙ�ﾃ#9D綛ﾈ�3�?｢�1 

㈱東京書籍 丶���iZ姐�-�ｭ�>�齷�)5x麌�5x麒Yxﾆ���i�ﾈ�｢�平成24年4月1日 兌ﾙ�ﾃ#吋�8ﾈ�3�?｢�8 
合　　計 塔s��

6　図書資料（平成23年3月31日現在）

図書資料数 儖X����������ﾖﾂ�
一　般　資　料 ����3C#R�含　刀剣文庫 

郷　土　資　料 店�3C#�� 

児　　童　　書 ���3C#R� 

博物館資料 滴�3��"�含　当館資料、棚橋文庫、熊田文庫 

合　　　　　計 �3��3���� 
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6　刊行物の発行

名　　　　　　　　　　　称 價ﾘﾗ9D霾�?｢�判、　頁 兀H���B�備　　考 

岐阜県博物館報第33号 �#(�CH�C��A4　35頁 塔��� 

平成23年度岐阜県博物鰭催しもの案内（掲示用） �#8�C8�C3��B2 �(�3S���

平成23年度岐阜県博物館催しもの案内（携帯用） �#8�C8�C3��A44ツ折 鼎x�3S���

岐阜県博物館調査研究報告第31号 �#8�C8�C3��A4　41頁 都���

博物館ガイド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リーフレット �#8�C8�C#��A44ツ折 鉄��3����

花押スタンプカード �#8�C8�C#��A4 �#H�3����

【特別展等のポスター・リーフレット】 �#(�Cx�C"�B2 �(�3���� 

lIトカワ・イイね！～流れがつくり出す自然一　　　　　　　　ポスター 

liLカワ・イイね！　～流れがつくり出す自然～　　　　　　　　リーフレット �#(�Cx�C"�A4　両面 涛X�3����

川「カワ・イイね！～流れがつくり出す自然～　　　　　　　　パンフレット �#(�Cx�C"�A4　22頁 

【資料紹介展・特別企画のポスター・リーフレット】 �#(�CX�C#��B2 塔��� 

川と海を旅する魚たち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター 

川と海を旅する魚たち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リーフレット �#(�CX�C#��A4　両面 �#��3��������

川と海を旅する魚たち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パンフレット �#(�CX�C#��B6　　8頁 

飛騨美濃発掘展　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター �#(�C��C���B2 

飛騨美濃発掘展　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リーフレット �#(�C��C���A4　両面 �#��3����

第31回日本自然科学写真協会写真展自然を楽しむ科学の眼2010－2011ポスター �#(�C���C#��B2 塔���

第31回日本自然科学写真協会写真展自然を楽しむ科学の眼2010－2011リーフレット �#(�C���C#��A4 �#��3����

鉄道沿線一光と陰～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター �#8�C8�C��B2 塔���

鉄道沿線一光と陰～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リーフレット �#8�C8�C��A4　両面 �#��3����

【マイ・ミュージアム刊行物】 �#(�CH�C��A4　両面 ���3����i 

マイ・コレクション第117号 

マイ・コレクション第118号 �#(�3X�C#2�A4　両面 ���3����

マイ・コレクション第119号 �#(�Cx�C���A4　両面 ���3����

マイ・コレクション第120号 �#(�C��CR�A4　両面 ���3����

マイ・コレクション第121号 �#(�C���C�r�A4　両面 ���3����

マイ・コレクション第122号 �#(�C���C#��A4　両面 ���3����

マイ・コレクション第123号 �#8�C(�C#"�A4　両面 ���3����

マイミュージアムギャラリー　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター �#8�C8�Cr�B2 ���3����

マイミュージアムギャラリー　　　　　　　　　　　　　　　　　　リーフレット �#8�C8�Cr�A4 ����3����

7　幼稚園・学校・福祉施設等の利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※来館人数は引率者を含む

月・日 ���Xｧxﾕｨ,�,r�学　年 凅渥��ﾉ�B�利用時間 偃X��,���ｨ���:���>���vR�

4／17 亊h�8�Xﾇ井�ｧxﾕｨ�D8怦ｸﾘﾊH�2� 涛��3 �7ﾘ487�8X�ｸ5x4�8�4ﾘ888�8ｨ�ｸ�X齷�(�Y�ﾉ[i5x麌������

4／21 弍)Xﾈ�8�Xｯ)Xﾉgｹ�9<�¥ｨ辷�ｧxﾕ｢�高等部2 鼎��1．5 仆�{8������I)lｨﾊ乂r�

4／23 亊h�8�Xｭi]ｸ支���年長 �3R�1 仆�{8������I)lｨﾊ乂r�

4／27 亊h�8�Xﾟx5�ｷX惲�2 都B�2 俾��)5x麌7(9858��=ｸ-ﾘ,(*�7(9852�

4／28 弍)Xﾈ�8�X蕀}i>ﾈ惲�5 �����1．5 仆�{8������齷�(�Y�ﾉ[i5x麌7(9852�

4／28 弍)Xﾈ�8�X蕀}ifｸ惲�5，6 鉄R�1．5 仆�{8������齷�(�Y�ﾉ[i5x麌7(9859�ﾈﾋ�ｧx����Y68�X�)�X�｢�

4／30 �ｨｷｸ�8��I&ﾘ�ｨ�Y(i�ﾙ(i8x惲�3 �����1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

5／7 �ｩW育8��I&ﾘ�ｨ�X耳ｷｹ�冽ｸﾎﾂ�中等部 ��#"�1．5 仆�{8������齷�(�Y�ﾉ[i5x麌7(9852�

5／12 �ｨｷｸ�8��I&ﾘ�ｨ�Y�Y;�ﾂ�3 塔��2．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��齷u(ﾊ乂r�

5／12 亊h�8�Y��&ﾘ惲�l 塔��1 偸H-ﾘ,(*�7(9852�

5／12 亊h�8�Xｾ�{8惲�1 �����1 �=ｸ-ﾘ,(*�7(9852�

5／13 傅ﾉg��8��I&ﾘ�ｨ�X揵m淫ﾂ�5 鉄R�1 俾��)5x麌7(9852�

5／14 亊h�8�Xﾟx5�ｷX惲�l 塔��1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

5／14 亊h�8�Y��J�(b�2 涛��l �=ｸ-ﾘ,(*�7(9852�

5／18 �ｨｷｸ�8��I&ﾘ�ｨ�Xｴ顫ﾂ�4 �����3 �=ｸ-ﾘ,(*�7(9858��ｻ�{8������齷�)5x麌7(9852�

5／18 �*�-ﾈ�8��I&ﾘ�ｨ�X嫌Y�ﾂ�1，2 ��c��l 仆�{8������齷u(ﾊ乂r�

5／18 亊h�8�X抦ｾ�69]ｸ支���全園児 ��CR�1．5 俾冰(ﾊ乂r�

5／19 ���(�8��I&ﾘ�ｨ�X朱�)fｸ惲�3 鉄r�1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

5／19 弍)Xﾈ�8�Xｯ)fｹ(b�l �#c"�2．5 �4�8ｨ4x986X�ｸ8ｨ984��

5／21 亊h�8�YY�ｵi�ﾉ(b�3 途�4 �5�6ﾘ�ｸ984�6�7�986�88�ｸ���ﾈﾋ�ｧx��俑�(��ｨ��齷�)5x麌7(9852�

5／21 亊h�8�YY�ｵi�傅ﾂ�3 ��2�4 �5�6ﾘ�ｸ984�6�7�986�88�ｸ���ﾈﾋ�ｧx��俑�(��ｨ��齷�)5x麌7(9852�

5／22 丿Yk�ﾋH�8�Y�饉ﾙ*ﾃ))ｩmｨ��,x.�橙�1－6 �#��2 仆�{8������齷�)5x麌7(9859�ﾈﾋ�ｧx���ｹ��4�8ｨ�ｸ6ｨ984��｢�

5／25 丿Yk�ﾋH�8�Y=��v9'H���年長 田r�1 俾冰(ﾊ乂r�

5／25 亊h�8�X��ﾟx惲�，　　3 塔"�4．5 �4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�8H�X���ﾈﾋ�ｧx��俑�(��ｨ��齷�)5x麌7(9852�

5／26 亊h�8�Xｾ�{8惲�3 ��S"�3．5 凛(�(4�8ｨ4x986X�ｸ8ｨ984��

5／28 儖ﾉEｨ��l韈8�X��l颱��ﾘ(ﾕ｢�2 �3��2 ��ﾈﾋ�ｧx��凛(�(,ﾉ���｢�

5／28 亊h�8�X鮖Oh惲�1－4 ��2�2 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

5／29 亊h�8�Xｭh�8ｻ8支効醜檠[h嶌擺�一般 �3R�2 僥�X,8*ﾘ.���F�Xｭ8�ﾂ�

6／2 亊h�8�X岔tﾉ&ﾘ惲�2 塔2�3．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��=ｸ-ﾘ,(*�7(9852�

6／2 亊h�8�X58�ｸ8ｸ6�9H4(8ﾈ6(5x-�.x,r�一般 �����1．5 俾冰(ﾊ乂r�

6／8 亊h�8�Xﾟx5�ｷX抦�兒ｨｸ��｢�2－6 �#��2 俾��)5x麌7(9859�ﾈﾋ�ｧx���?ｨﾏX�����峪��4�8ｨ�ｸ6ｨ984��｢�
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月・日 ���Xｧxﾕｨ,�,r�学　年 凅渥��ﾉ�B�利用時間 偃X��,���ｨ���:���>���vR�

6／11 亊h�8�YW�ｨ惲�2 塔B�1 �=ｸ-ﾘ,(*�7(9852�

6／12 �(ｷiNI*ﾈ��I&ﾘ�ｨ�X�(ｷiNI(b�2 �#cR�2 仆�{8������齷�(�Y�ﾉ[i5x麌7(9852�

6／13 ��8ﾌｸ�8��I&ﾘ�ｨ�Y>ﾈ��3／〉5 �#B�4 俾��)5x麌7(9858ｮ�i5xﾊ乂x���ﾈﾋ�ｧx���?ｨﾏX�����峪��4�8ｨ�ｸ6ｨ984��｢�
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11／30 俥(�*ﾈ�X+8.ﾘ.(*�6��ｸ5h984�+8*�,ﾘ*ﾂ�一般 ��r�1 俾冰(ﾊ乂r�

12／8 丶9,8�8�Y���h惲�5 都"�Zi恐竜解説、自然・人文展示ビンゴ 

12／15 弍)Xﾈ�8�Y+y��(h��<�¥ｨ辷�ｧxｸ��｢�1－3 釘�2　体験学習（化石）、自然展示ビンゴ 

12／21 亊h�8�Xｭitﾉ&ﾘﾘ)9乂xﾕ｢�1－3 迭�2 ��ﾈﾋ�ｧx��

l／7 亊h�8�X抦ｾ�69]ｸ支���年中・年長 都��l ��ﾈﾋ�ｧx��俯Y��*ｨ.H�｢�

2／20 弍)Xﾈ�8�Xｯ)Xﾉ�Xｧxｻ8支ｧyYIyﾘ怦ｻ8支���iZ��Y&隗x�｢�3 �#"�7 僣隗y��ﾆxﾊH�8橙�

2／22 儖ﾉEｨ��l韈8�Y��69�h自]ｸ支���全園児 鉄��2 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

2／24 儖ﾉEｨ��l韈8�Yd�饐ｸ支���年中・年長 田R�2 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

2／24 丿Yk�ﾋH�8�Y|ｹ>ﾉ(b�4 塔��2 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

2／25 儖ﾉEｨ��l韈8�Y��69�i?�]ｸ支���全園児 鉄R�2 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

2／27 ��8圷�8���8圷�ｨ�Y�8圷齷�(讖H饂渥�6ﾈ6(6x8��ｸ4��一般 ����2 假ｹ��ﾌ侈乂x��齷u(ﾊ乂r�

3／1 儖ﾉEｨ��l韈8�X��l駭ﾉ]ｸ支���年中・年長 ��#B�2 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

3／4 儻ﾘﾄｹ*ﾈ��I&ﾘ�ｨ�YWﾘﾄｹv9'H���年長 都��3（恐竜解説、自然・人文展示ビンゴ 

3／10 儖ﾉEｨ��l韈8�X鯖�ｹ]ｸ支���全園児 �3��3）恐竜解説、自然展示ビンゴ 

3／10 儖ﾉEｨ��l韈8�X蕀��]ｸ支���全園児 �#��3 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

合　　　計 ��c�&9�ﾂ�10，138 ��
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8　催しもの開催状況

事　業　名 弍ｨ��?｢�対　象 �.���蹴�参　加 �>�������������������������vR�

企　画　展 店��#2�一般 鉄�kﾂ�8 �+y|y�ﾈ,ﾈﾋ凛ﾈ/�dｸ,ｸ,B�

関連事業 店��#��家旗 �#�kﾂ�27 ��Vﾆ迄,h､8/�{x+x.仍ｸ+ﾘ+��hｭi��8��ｸ4�5h8x6(7h����｢�

世界でひとつだけのサケ缶をデザインしよう！ 

5／30 �i���10名 ����「川と海を旅する魚たち」関連ワークショップ（2） 
みんなでつくるIiiの世界一魚の気持ちにタッチー 

6／27 �i���20名 ��B�魚の捕り方教えます　～ビオトープの魚調べ～ 

7／4 俘ｹ���20名 �#��夏の小川で魚捕り 

7／10 �i���30名 ��r�「川と海を旅する魚たち」関連ワークショップ（3） 
おいしく学ぶサケ缶のヒミツ 

7／11 �i���10名 ��R�「川と海を旅する魚たち」関連ワークショップ（4） 
ウロコ博士とウロコDEアート 

8／7 �ｩL｢�20名 �#��川原の石を調べよう 

カルチャー 滴��#��一般 �,�+R�44 囘ﾈ�(4X4�6(6�984��

講　　　座 店�纈�一般 �3�kﾂ�29 侘9[h��?ﾉnX����｢�

5／19 �ｩL｢�なし 唐�里山ウオッチング 

6／16 �ｩL｢�なし 都R�豊山ウオ‘ッチング 

7／21 �ｩL｢�なし �3B�里山ウオッチング 

8／18 �ｩL｢�なし �#B�堂山ウオッチング 

9／5 �ｩL｢�30名 �#��古文書入門（2） 

9／15 �ｩL｢�なし �3��豊山ウオッチング 

10／20 �ｩL｢�なし �#��豊山ウオッチング 

10／24 �ｩL｢�40名 ��R�アメリカ化石調査報告会 

11／17 �ｩL｢�なし �3"�豊山ウオッチング 

12／15 �ｩL｢�なし �#r�里山ウオッチング 

1／19 �ｩL｢�なし ��R�里山ウオッチング 

2／16 �ｩL｢�なし 鼎2�里山ウオッチング 

3／6 �ｩL｢�30名 �#2�古文書入門（3） 

3／16 �ｩL｢�なし �#r�里山ウオッチング 

3／20 �ｩL｢�40名 湯�百年公園の自然調査報告会 

たの　しい 滴�����一般 �#�kﾂ�17 �4ﾘ7H6�8x4Xｬ��橙�

博　物　館 滴�����家族 �,�+R�21 �i��,X�,ﾉdﾈ�(4X4�6(6�984��

4／25 �ｩL｢�20名 鼎��鉱物アクセサリーをつくろう 

5／2 �i���40名 �#B�木のこいのぼり・五月人形 

5／3 �i���40名 �3��化石のレプリカをつくろう 

5／30 �ｩL｢�40名 �#��楽しい折り紙教室 

6／6 �ｩL｢�20名 �#��化石をみがいてペーパーウェイトをつくろう 

6／20 �ｩL｢�20名 ��R�おいでよ！博物館 

7／18 �i���なし ����家族で夏の豊山ウオッチング 

7／19 �i���40名 鼎��木の恐竜と動くおもちゃづくり 

7／25 �i���20名 ��r�家族で昆虫標本をつくろう 

7／31 �i���70名 田��家族でナイトウオッチング 
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事　業　名　期　日 剔ﾎ　象 �.���蹴�参　加 �>�������������������������vR�

たのしい　8／1 刮ﾆ族 �3�kﾂ�45 ��*�+�+Xｮﾘ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

博　物　館　8／8 刮ﾆ族 �#�kﾂ�19 �i��,Xﾚ�(餠ygｸ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

8／15 刮ﾆ族 鼎�kﾂ�43 �ｹ��,ﾈ8ﾈ7h8ｨ4ｨ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

8／22 刮ﾆ族 鼎�kﾂ�38 �ｹ��4�8ｨ�ｸ6ｨ984��ﾈﾋ��

8／22 刮ﾆ族 鼎�kﾂ�．38 �ｹ��4�8ｨ�ｸ6ｨ984��ﾈﾋ��

9／15 刪齡ﾊ �#�kﾂ�19 �*�*(,X.h�僣饂渥��

9／23 刪齡ﾊ �3�kﾂ�47 �-ﾈ*ｨｼｨ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

10／10 刪齡ﾊ �#�kﾂ�15 冦�,ﾈ��,Yuh-ｨ*B�

10／11 刪齡ﾊ �3�kﾂ�36 �-ﾈ*ｨｼｨ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

10／17 刮ﾆ族 ��+R�18 �i��,X�,ﾉz(�(4X4�6(6�984��

11／21 刪齡ﾊ �#��kﾂ�213 �;�(,ﾈ*ﾘ.x+X/��ﾈﾋ�+X.h*B�

12／12 刪齡ﾊ 鼎�kﾂ�15 刎�Yx/�,(*ﾘ.ｸ*H��.(,�+��ｨ�｢�

12／19 刪齡ﾊ 鼎�kﾂ�47 �.ﾘ.xﾝxﾔ���+X-��ﾈ.�/�,(*ﾘ.ｸ*H���

l／6　　一般 剴#�kﾂ�20 偸H,ﾈ���4X4�6(6�984��

1／16．　－一般 剴#�kﾂ�6 �,8ｹ��,X4ｨ8(/�ｬ��+X.h*B�

2／20　　家族 劍,�+R�42 �i��,Y7�,ﾉz(�(4X4�6(6�984��

3／21　一般 剴#�kﾂ�17 �*�*(,X.h�僣饂渥��

ギャラリー　9／12　　一般 剴#�kﾂ�16 �4��ｸ6x,�*y�ﾘ��5X�Y:儉(���

関連事業　9／12 刪齡ﾊ �#�kﾂ�15 �4��ｸ6x,�*y�ﾘ��5X�Y:儉(���

9／20 刪齡ﾊ �#�kﾂ�16 �4��ｸ6x,�*y�ﾘ��5X�Y:儉(���

9／20 刪齡ﾊ �#�kﾂ�22 �4��ｸ6x,�*y�ﾘ��5X�Y:儉(���

10／17 刪齡ﾊ �,�+R�212 �.ﾘ.xﾝxﾔ溢���

10／30 刪齡ﾊ �,�+R�40 �.ﾘ.xﾝxﾔ溢���

10／31 刪齡ﾊ �,�+R�100 �.ﾘ.xﾝxﾔ溢���

10／31 刪齡ﾊ �3�kﾂ�13 �.ﾘ.yF�/�,(*ﾘ.ｸ*B�

ll／2 �ｩL｢�なし 鉄2�わら細工実演 

11／3 �ｩL｢�なし 鼎���わら細工実演 

11／20 �ｩL｢�なし 塔��わら細工実演 

11／21 �ｩL｢�なし ��s2�わら細工実演 

3／9 �ｩL｢�25名 �#��古布でコースターをつくろう 

特別行事 店�紕�一般 �3��kﾂ�258 偸H,ﾈ4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｲ�

1／7 �ｩL｢�200名 �#S��七草がゆを食べよう 

博物館講座 塗��2�教員 �#�kﾂ�8 ��隶ﾘ,8*ﾘ.��ﾈﾋ��X懆*�+�+Y�ﾈﾋ�,ﾈ,(-｢�

6／9 仆8蹴�30名 ��"�授業で生きる化石レプリカの作成方法 

7／23 仆8蹴�20名 迭�生活道具を教材にしよう 

10／7 仆8蹴�20名 唐�五感を活用した自然観察の方法 

合　計 �8�333�� 
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9　出前授業

期　　日 冽�����k������b�対象児童等 ��ﾉ�B�会　　　　場 假h��ｼh��>���vR�

平成22年5月27日 亊h�9zyY�ｵi8ﾈ抦ｧxﾕ｢�4年生 ��b�津供用 �4ｨ8�5�8�4X4�6(6�984��

平成22年5月27日 亊h�9zyY�ｵi8ﾈ抦ｧxﾕ｢�1・2年生 �#��武儀束小学校裏山 ��xｽ�,一��"�

平成22年6月1日 儖ﾉEｨ�9zyg�$ｨ抦ｧxﾕ｢�5年生・教員 �3"�牧谷中学校内 仍ｸ,ﾉ�i�H,h飃屍�

平成22年6月17日 亊h�9zxﾟx5�ｷX抦ｧxﾕ｢�4年生 涛��桜ケ丘小いずみの森 �*(+�-ﾘ,ﾉ��,ﾉ��Z��

平成22年6月18日 佛8�8�9zxｶy68抦ｧxﾕ｢�5年生 �#��粥川 �4ｨ8�5�8�4X4�6(6�984��

平成22年7月1日 ��ﾉ]9*ﾉzy�ﾉ]9�ﾈ抦ｧxﾕ｢�5年生 鼎��川辺町立川辺西小学校 �ｹ��8ﾈ7h8ｨ4｢�

平成22年7月　7日 亊h�9zy�9�ｸ抦ｧxﾕ｢�4年生 塔��長良川 �4ｨ8�5�8�4X4�6(6�984��

平成22年7月　8日 亊h�9zyY�ｵi�ﾈ抦ｧxﾕ｢�4年生 途�津供用 �4ｨ8�5�8�4X4�6(6�984��

平成22年7月13日 佛8�8�9zy��4�(抦ｧxﾕ｢�1－6年生 ��"�石徹白小学校 ��Y�i�iZ�,ﾈｬ���

平成22年7月14日 亊h�9zxﾟx5�ｷX抦ｧxﾕ｢�4年生 涛��桜ケ丘小学校 �*(+�-ﾘ,ﾉ��,ﾉ��Z��

平成22年9月8日 ��l霰9W��*ﾉzyW��抦ｧxﾕ｢�4年生 鼎B�川浦川 �4ｨ8�5�8�4X4�6(6�984��

平成22年9月22日 亊h�9zx願9hｷX抦ｧxﾕ｢�5年生 都r�吉田川 �4ｨ8�5�8�4X4�6(6�984��

平成22年10月　6日 亊h�9zyW穎ﾈ抦ｧxﾕ｢�5年生 ��r�小野川 �4ｨ8�5�8�4X4�6(6�984��

平成22年10月28日 弍)Xﾈ�9zx､位��傅ﾈｧxﾕ｢�5年生 �����岐阜市立芥見束小学校 �ｹ��8ﾈ7h8ｨ4｢�

平成22年10月30日 丿Yk�ﾋH�9zy=���i?�抦ｧxﾕ｢�ート6年生 鼎R�各務原市那加第二小学校 �-ﾈ*ｨｼｨ,(*ﾘ.��

平成22年11月　6日 儖ﾉEｨ��l韈9zx�(訷抦ｧxﾕ｢�5年牛 鼎��美濃加茂市立山手小学校 �ｹ��8ﾈ7h8ｨ4｢�

平成22年11月10日 亊h�9zy�9�ｸ抦ｧxﾕ｢�4年生 塔r�長良川 �4ｨ8�5�8�4X4�6(6�984��

平成22年11月13日 丿Yk�ﾋH�9zx畔���h耳抦ｧxﾕ｢�高学年 �3��各務原市立鵜沼第一小学校 �ｹ��8ﾈ7h8ｨ4｢�

平成22年12月26日 俛�zy�Xｧyd��ﾈｯ)Xﾉ�Xｧr�大学生 鼎��岐阜大学 俟ﾈﾌ8ｧt���ｸﾉ�隶ﾘ鳬�8,ﾈﾊHｸb�

平成22年12月27日 俛�zy�Xｧyd��ﾈｯ)Xﾉ�Xｧr�大学生 鼎��岐阜大学 俟ﾈﾌ8ｧt�>ｩ[h鳬�8,ﾈﾊHｸb�

平成23年1月27日 弍)Xﾈ�9zyoi,8抦ｧxﾕ｢�5年生 �3��岐阜市立柳津小学校 ��X､���iZ��h,h�X憖�ﾈ,ﾉ�X��h,ﾉ�"�

平成23年2月　4日 亊h�9zy�9�ｸ抦ｧxﾕ｢�4年生 塔r�長良川 �4ｨ8�5�8�4X4�6(6�984��

10　講師派遣

期　　日 �ｸ������xｨ�������b�対　　　象 ��ﾉ�B�内　　　　容（会　場） 

平成22年4月19日 弍)Xﾈﾊy�X醜ﾊH�8��岐阜県新規採用職員 都��岐阜県の文化と歴史（ふれあい会館） 

平成22年5月21日 ��ﾘ��ﾊ倡8ｧx�ｭ��高齢者 涛��仏像入門 

平成22年5月23日 儖ﾉEｨ��l韈9��68��YJｩ[hﾌ��一般 鉄��身近な考古学 

平成22年6月12日 �?ｩgｸﾜXﾌ8,ﾉ�飃饂渥��小中学生の親子 鼎��カワゲラウオッチング 

平成22年6月18日 ��ﾘ��ﾊ倡8ｧx�ｭ��高齢者　‾ 涛r�郷土の仏像～多治見市を中心として～ 

平成22年6月20日 亊h�9�ﾉYHﾏij���小学生の親子 鉄��津保Ii旧然観察会 

平成22年6月26日 白�ｯ)Xﾈﾊy[h嶌ﾞ�]ｸﾎﾈｺh檍ｭh迚YB�一般 鉄��関市の文化財（彫刻の部）2件が国重文指定を受ける ～春日神社「木造能狂言面」と常楽寺「木造菩薩坐像」～ 

平成22年7月8日 儖ﾉEｨ��l�5h6X4(�ｸ7ｨ6X8ｲ�一般 �#��中濃の戦国時代 

平成22年7月28日 冲ｹN6ﾈﾟｹ)ｩ��讖j��ﾘ��{���小中学生 �#��まが玉つくり 

平成22年8月4日 冲ｹN9�ﾉ*ﾉ��讖j��ﾘ��{���小中学生 �#��まが玉つくり 

平成22年8月　6日 �(i,9�ﾈ�9Y�ｩ*ﾉJｩWｨ郢&霎b�1－6年生 途�小川の生物調査 

平成22年8月10日 泌����ﾉ+y|y�ﾈｬ(ｺｸ8ﾈ985x88�ｸｺh橙�1－6年生 ��R�揖斐川の自然観察 

平成22年8月21日 ��Ynﾉ*ﾉzxﾏij���小学生 �����化石レプリカ他体験講座 

平成22年10月　2日 弍)Xﾈﾊy�i%ｸ怦ｧxｵｨ���ﾈﾋ�5ｨ985��ｲ�小中学生 �#B�石器をつくろう 

平成22年10月16日 弍)Xﾈ�9hI��[h嶌ﾞ�+(ﾛ磯ik���一般 �����縄文時代石器の特質（ハートフルスクエアG大研修室） 

平成22年12月5日 丿Yk�ﾋH�8�9j�Xﾜ��一般 塔��古代の各務野の姿～河と道を中心として～ 

平成22年12月　9日 儖ﾉEｨ��l�5h6X4(�ｸ7ｨ6X8ｲ�一般 �#��水運から浮かびあがる可茂の古代 

平成22年12月11日 冦��ﾘ蕀�ﾈ7H4��ｸ8�8��行政やNPO法人等 �����特定外来生物移入防止研修会 

平成23年2月15日 弍)Xﾈ�9hI��[h嶌ﾞ�+(ﾛ磯ik���職員 迭�岩田東・岩田西遺跡の石器 
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〔利用状況〕

1入館者数

本年度は、入館者数44，523人で前年に比べて1，102人、

2．4％の減となった。これは、1－2月にリニューアル工

事による休館があり、開館日数が少なかったことや、8
－9月の猛暑により外出が減ったことが、原因と思われ

る。

開館日数は272日であり、1日平均の入館者数は164人

で、1日あたりの入館者が最も多かった日は、館の無料

開放日となる11月3日の文化の日で1，071人を数えた。

団体入館者数は9，630人で、入館総数の約21．6％を占め

ており、月別では10月が3，927人で一番多く、団体入館

者総数の40．8％を占めている。

特別展期間中の入館者数は下表のとおりである。入館

者総数は7，117人を数え、1日平均は117人であった。

月 俘(ﾕｩ�h決屬�大学生 �ｩL｢�計 丶ｨｭ�?ｩ�B�一日平均 

4 ���33c��15 ���3�3r�3，220 �#b�124 

5 �8�3C���34 �8�3����6，604 �#b�254 

6 ���33s2�25 �(�3#3b�3，634 �#b�140 

7 ���3�唐�93 ���3SS2�2，744 �#r�102 

8 ���3田2�22 �(�33湯�4，384 �#b�169 

9 ���3��"�17 ���33C"�2，471 �#b�95 

10 店�3#C��6 �(�33�2�7，630 �#r�283 

11 �(�3S#B�10 �(�33モ�4，922 �#R�197 

12 鼎C��31 都���1，187 �#2�52 

l �3途�3 鼎3��830 途�119 

2 �3迭�14 都c��1，177 澱�196 

3 ���3S�"�42 滴�3�ッ�5，720 �#r�212 

計 �#��3涛��312 �#8�3##��44，523 �#s"�164 

特　　別　　展　　名 弍ｨ����ｭB�高校生以下 ��Xｧy�b�一般 佗b�

川－カワ・イイね！～流れがつくり出す自然～ 度��(�ﾃ���3��3，060 ���R�3，942 度�3��r�

2　施設利用

今年度の講堂及び研修室等の主な利用者は、次のとおりであった。

＜講堂＞

4／10

4／17

4／28

5／10

5／13

5／15

5／28

6／1

6／3

6／4

6／16

6／19

7／17

7／23

7／29

8／6

8／10

8／17

8／18

8／20

サポーター研修会

岐阜県植物誌調査会

岐阜県博物館協会理事会

岐阜県百年公園

博物館友の会理事会・総会

岐阜県植物誌調査会

岐阜県小学校社会科研究部会

岐阜県高等学校理科実験研究会

博物館活用講座

岐阜県高等学校教育研究会地歴公民部会

ダチョウ組

岐阜県植物誌調査会

岐阜県植物誌調査会

博物館活用講座

サポーター研修会

美濃・可茂教育事務所初任者研修

上伊那校長会

岐阜県中学校理科研究部会

岐阜県小中学校環境教育部会

山県市小学校理科研究部会

岐阜県植物誌調査会

関市小学校理科研究部会

岐阜県高等学校長協会常任理事会

岐阜県植物誌調査会

ダチョウ組

岐阜県植物誌調査会

博物館友の会理事会

岐阜県博物館協議会

岐阜県植物誌調査会

ダチョウ組

岐阜県植物誌調査会

岐阜県植物誌調査会

岐阜県植物誌調査会

岐阜大学教育学部博物館研修

岐阜県小学校社会科研究部会

ダチョウ組

岐阜県中濃地区高等学校生物部会

岐阜県百年公園

岐阜県博物館協会理事会

岐阜県植物誌調査会
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＜研修室＞

ダチョウ組

ダチョウ組

岐阜県小学校社会科研究部会

岐阜県高等学校理科実験研究会

博物館活用講座

岐阜県高等学校教育研究会地歴公民部会

ダチョウ組

博物館活用講座

美濃・可茂教育事務所初任者研修

岐阜県中学校理科研究部会

ダチョウ組

9／5・15

9／7

10／3

10／7

11／3

12／12

12／19

1／10・30

2／25

2／27

ダチョウ組

岐阜県高等学校長協会常任理事会

ダチョウ組

博物館活用講座

ダチョウ組

コアサイエンスティーチヤー研修会

ダチョウ組

ダチョウ組

岐阜県小学校社会科研究部会

ダチョウ組

＜ハイビジョンホール＞

6／1 弍)Xﾈﾊxﾘ)9乂xﾕｩyﾘ怦��ﾋ�ﾊHｸh橙�

8／6 儖ﾉEｨ�X�)l霆8支駟k���D8�(ﾊH�2�

8／17 弍)Xﾈﾊy(hｧxﾕｩyﾘ怦ﾊHｸiYH橙�

11／12 弍)Xﾈﾊy[h嶌ﾞ�%99h�(檍ｶ2�

2／27 �5�6�8x4Y�r�

3／19 弍)XﾈﾊyH饂渥仄h檍ﾊH�8馼ｼb�

〔博物館関係団体〕

1岐阜県博物館協会
岐阜県博物館協会は、「会員相互の連絡提携のもとに

社会教育の健全な推進と文化の向上に寄与すること」を

目的に、昭和41年に設立された。

公開講座（年4回）、機関紙発行（年3回）、会員研修

会（年3回）等の諸活動をくり広げ、設立の目的に沿う

ように努力した。

平成23年3月現在、会員館園は128名、個人会員は13名

主な役員は次のとおり。

会長…若宮多門、副会長…名和哲夫、古川秀昭、石田

克、榎本徹、西永勝己、事務局は岐阜県博物館内にある。

＜主な事業＞

協会監査

第1回理事会

岐阜県博物館協会通常総会

第4回県民文化講演会

第74回会員研修会

機関紙委員会

東海地区博物館連絡協議会総会

第122回公開講座

第123回公開講座

第1回白山文化発信事業に関する打合せ

第2回白山文化発信事業に関する打合せ

第124回公開講座

第75回会員研修会

東海三県博物館協会研究交流会

全国博物館大会

第125回公開講座

機関紙「岐阜の博物館」第163号発行

第76回会員研修会

第3回白山文化発信事業に関する打合せ

機関紙「岐阜の博物館」第164号発行

研修委員会

第2回理事会

機関紙「岐阜の博物館」第165号発行
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2　岐阜県博物館友の会

博物館「友の会」は、動物・植物・地学等の自然系や

歴史・考古・民俗・美術工芸等の人文系などに興味、関

心を持つ人々の展示観覧、研究、学習の便宜を図って、

博物館の教育普及との密接な連携により、博物館の事業

や活動をサポートしていく会である。

平成22年度の一般会員数は217名、後援会員は9団体で

ある。21年度との比較で一般会員はほぼ横ばいであるが、

昨年度は20年度比で一般会員は30名減であった。近年、

会員数は、減少傾向にある。継続会員の高年齢化が進み、

新規の会員数より退会者が増えてきていることによるも

のである。後援会員数は2団体の退会があった。

県民に「友の会」の存在や活動内容について知っても

らうことが必要である。そのためにも館内での活動内容

を紹介するパネル作成や、館との共催事業などで一層の

連携を取り、豊かな活動に心がけて推進しているところ

である。

平成22年度の主な事業、行事は次の通りである。

（1）会議

春季理事会・総会

秋季理事会

会長・副会長会

（2）各種委員会

会報委員会　　　　　4月24日（土）

探訪の旅委員会　　　9月　9日（木）

七草委員会　　　　11月12日（金）、1月6日（木）

（3）広報誌の発行

季刊誌「友の会報」は98号（6月）、99号（10月）、

100号（2月）の年3回発行。2月号は発刊100号を記念し

て会員から博物館友の会に寄せる想いなどを掲載するこ

とができた。各誌A4判6頁で図・写真オールカラー。各

300部

（4）在庫図録の販売

在庫図録の販売は、館内ショップでの販売と、外部

施設での委託販売が中心である。また電話での図録の

問い合わせ注文もある。委託による図録販売は、県内

では「高山陣屋」、「岐阜県世界淡水魚水族館（アク

ア・トトぎふ）」、「下呂温泉博物館」、「レストハ

ウス花兆」、「百年公園事務所」、「岐阜県図書館」

の7ヶ所と、県外では「東京国立博物館」、「国立歴史

民俗博物館（千葉県佐倉市）」の2ヶ所と委託販売契約

を結んでいる。

（5）博物館との共催事業の実施

①特別行事　「七草がゆを食べよう（1月7日（金））」

は好天にも恵まれ約240名程の参加があり、特に地元の

市長、県議なども来館試食され大いに賑わった。サポー

ターの参加は18名と例年になく多数の協力の他、ボラン

ティアの協力等もあり、七草のクイズで知識を広め、無

病息災を願って、七草がゆが参加者に提供でき、大変好

評であった。

②わくわく体験共催事業

児童・生徒を対象とした化石クリーニング、化石レ

プリカ作成などの体験を郷土学習室でサポーターの協

力も得て土日、祭日の他、夏季休業中に実施し、年間約

2，700名の参加者があった。

②企画展関連事業　「長良川の源流を訪ねて」企画展

期間中

③たのしい博物館　「木のこいのぼり・五月人形」

「化石のレプリカをつくろう」「まが玉をつくろう」な

ど12種23回

（6）友の会員入館の入館料補助

会員の博物館見学者は、4月1日から3月31日の1年間に、

常設館への入館者277名、特別展期間中の入館者36名、

合計263名の入館があり、その入館料（団体料金相当）

を友の会で助成した。

（7）探訪の旅

友の会では、会員相互の見聞を広め教養を高めるとと

もに、親睦を図ることを目的に、海外への探訪並びに国

内の探訪を実施している。昭和61年以降、今日まで国内

探訪としておよそ70カ所の名所、旧蹟を訪ねる旅を実施

した。平成4年からは、更に海外探訪の旅を加え、世界

遺産見学を中心に置き、十数回に及ぶ訪問国の文化と歴．

史を研修する旅を進めてきた。研修と見学を柱とした友

の会特有の特色は次の通りである。（1）訪問の目的を

明確にして、手作りの日程を策定する。（2）取得した

データ・調査結果は訪問施設の解説冊子として編集し、

参加者全員に配布し現地での研修・見学の補助資料とし

て活用している。

①国内探訪　期日は8月25日（水）に比叡山三地区寺

参り（東塔地区～西塔地区～横川地区）の旅を実施した。

参加者は39名。東塔地区では延暦寺で最も中心的存在で

ある根本中萱で法話を聞き、「忘己利他」などいくつか

の法話の言葉が強く心に残った。西塔地区ではにない堂、

法華堂、釈迦堂を見学。横川地区では横川中萱、元三大

師堂、比叡山行院を見学。猛暑ではあったが木陰にはい

るとさわやかな風を感じつつ、心もさわやかさを感じる

ことができた1日であった。

②泊を伴う探訪　「隠岐の歴史を尋ねて」を秋に実施

するよう計画したが、最少催行人数に達せず、再募集し

て、23年5月に実施することになった。

（8）世界遺産探訪の歩み～写真・絵画・思い出の品～

友の会発足25周年記念の発案行事として、海外探訪の

旅の活動と成果を広く一般来館者に紹介しようと参加会

員から思い出の品をマイミュージアムギャラリーで展示。

平成22年11月28日から23年1月10日まで。展示参加者33

名。出品数128点（写真62・絵画33・思い出の品33）展

示品には心に残る思い出の言葉を短く折り込み一斉に展

示した。
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Ⅲ　利用案内（平成23年度）

●開　館　時　間　　4月～10月　9時　　～16時30分（入館は16時まで）

11月～3月　9時30分～16時30分（同上）

●入　　館　　料

●休　　館　　日

区　　　　　分 冏ｸ����������ｭ���7ﾘ48�X7�8X�ｸ5x4�8�8��
個　　人 �&8�����ﾂ�

般 �3#�冷�260円 冖8����{��

大　　学　　生 ����冷�50円 

高校生以下 冖8����{��無　　料 

※団体は20名以上。
※団体、下見でのご利用は、事前にご連絡ください。
※特別展開催期間中は別料金の場合があります。
※陸がい者手帳等をお持ちの方とその介護者1名は無料。入館の際に陸がい者は手帳等をご提示ください。

・月曜日（月曜日が祝日または振替休日の場合はその翌平日）

・年末年始（12月29日～翌年1月3日）

・リニューアル工事　平成24年1月23日～2月10日

岐阜県百年公園北口から300m
至郡上・高山　至北濃

岐

国道156 　至美濃・ 岐阜バス譜醒 劔俘h鏗�ﾅ2�泉 上　関広見IC ����zb�

㊤（鵠 劍�ﾂ�､ﾂ�fｸﾏｲ�kh��ｭb������2�ﾙ�;�#C畏i�ﾂ�剪�滅 
灘 �;ｲ�;R�

j重． 夏　至美龍田 態諜轟江南線 ∴∴ お≡‥ヨここ≡綴 

搬阜駅蔀I一語 � 價R高山線i縄簾蹴 
雑　音臆漢　書 ���5552�SSSS 儡SSS　　　S○○S　　　SSSS　　　　※鎌 劔>X����8����554�����5558����5558����3��

晴 兌x����ﾉV�ｩV��＿用　　」　　一一 冓・饗 劍險ｦYk�ﾋH�YOﾉEｨ��l���･)Oﾉoｹ��62�

阜羽島IC ��yJ��剴�E一　　　、＝： 劍��4ｨ����緬$8���XﾈｦYk�ﾋD�2����i�v��X��8�+�+�Jﾘｶ2������h���H�h�����������B�

至大垣・米原・京都　綴議繍鰯態綴一宮JCT

東海北陸自動車道　関インターから車5分
・岐阜バス　小屋名バス停下車徒歩15分

※岐阜駅方面からお越しの方は、名鉄岐阜バスターミナル又はJ R岐阜駅

14番乗り場でご乗車ください。

（岐阜関線、岐阜美濃線、千疋・大平台タウン線）
※関方面からお越しの方は、関駅下車徒歩5分の栄町1丁目バス停でご乗

車ください。（岐阜関線）

・ニ

小牧JCT

名古屋IC

至静岡・東京

岐阜県博物館へは百年公園北口駐車場をご利用ください（有料）。歩行が困難な方は博物館まで車の乗1 

り入れができますので、－北口ゲートでお申し出ください。 

〒501－3341岐阜県関市小屋名1989（岐阜県百年公園内）

TEL（0575）28－3111㈹）FAX（0575）28－3110　h††p：／／www．gifu－kenpqku．jp／
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